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は じ め に

　本町ではこのたび、令和 8（2026）年度から令和 17（2035）年度までの 10 年間

にわたる第 6次佐川町総合計画を策定いたしました。

　現在本町は、全国の中山間地域と同じように少子高齢化や人口減少の進行、暮らし方や

働き方の変化、さらには自然災害への備えなど、多くの課題に直面しています。その一方

で、長い歴史の中で育まれてきた文化や風土、豊かな自然、そして地域で支え合ってきた

人と人とのつながりという、かけがえのない財産があります。これらの強みを礎として、

時代の変化にしなやかに対応しながら、この佐川町を次の世代へと引き継いでいくことが、

現在の佐川町を担っている私たちの重要な使命だと感じています。

　本計画の基本構想では、本町が目指す未来像を「人と文化が花ひらく、明るく元気なま

ち　さかわ」と定めました。この言葉には、佐川町の歴史と文化を大切にしながら、町民

一人ひとりが互いに支え合い、活力ある地域社会を築いていくという願いが込められてい

ます。人が育ち、文化が育まれるまちとして、教育、福祉、産業、観光など、あらゆる分

野において花ひらく未来を表しています。

　これからのまちづくりは、行政だけで成し遂げられるものではありません。町民の皆様

をはじめ、地域団体や事業者の皆様と目標を共有し、ともに考え、ともに行動していく協

働の取組が不可欠です。本計画が、町民の皆様にとって身近な指針となり、まちづくりへ

の参画と連携の輪が広がっていくことを期待しています。

　最後に、本計画の策定にあたり、町民ワークショップ、アンケート、関係団体ヒアリン

グなどにおいて、貴重なご意見やご提言をいただきました町民の皆様をはじめ、熱心にご

議論いただきました総合計画審議会委員を務められた皆様に心からお礼申し上げます。

令和 8年 3月
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第 1 章　総合計画策定に当たって

第 　 節　計画策定の趣旨
　佐川町では、平成 28（2016）年 4月に「第 5次佐川町総合計画」（以下、「前計画」といいます。）
を策定し、「チームさかわ　まじめに、おもしろく。」を未来像に掲げ、様々な施策・事業に取り組んで
きました。これまで、教育・福祉・産業・まちづくり等の幅広い分野で着実に成果を上げてきた一方で、
佐川町を取り巻く社会環境は大きく変化し、新たな課題にも直面しています。人口減少と少子高齢化は
着実に進行しており、若年層の流出や出生数の減少により、地域の担い手不足や経済活動の縮小が懸念
されています。また、自然災害への備え、急速に進展するデジタル社会への対応、多様な人々が共に生
きる社会の実現などの新たな課題へ対応が求められています。これらの変化に的確かつ柔軟に対応し、
町民の皆様がより幸せで充実した暮らしを送ることができるよう、住民・地域・行政など、本町に関わ
るすべての人が未来像を共有し、協働によるまちづくりを進めていくことが重要です。
　佐川町には「人の温かさ」や「住みやすさ」を評価する声が多く、多世代が交流し、支え合う地域コ
ミュニティが根づいています。こうした地域の強みを活かし、自然と文化、学びと人のつながりが調和
するまちとして、これまで培ってきた地域の力を未来へとつなぎ、人口減少社会においても活力と誇り
を持ち続けられる、持続可能なまちの実現を目指し、「第 6次佐川町総合計画」（以下、「本計画」とい
います。）を策定します。

第 　 節　計画の構成

1計画の構成
　本計画は、「基本構想」と「基本計画」の 2つで構成されます。

基本構想 まちの未来像や未来像を実現するための基本的な考え方を示すものです。

基本計画
基本構想を実現するための方策を示しています。
各分野の「成果指標」「施策」「取組内容」等を示します。

2計画の期間
　本計画の目標年度は、令和 17（2035）年度とします。
　本計画の基本構想及び基本計画の計画期間は、令和 8（2026）年度から令和 17（2035）年度の
10年間とします。

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17
2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035
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2



❶統計データ分析 ❷施策評価

❸団体調査 ❹町民アンケート

❺町民ワークショップ

総合計画審議会
総合計画策定本部

本計画策定に向けた課題抽出

P�

3基礎調査に基づく課題抽出
　本計画を策定するに当たって、近年の佐川町を取り巻く社会・経済環境の動向を探るとともに、アン
ケート調査やワークショップによる町民ニーズの把握や前計画の検証等により、主な課題の抽出を行い
ました。各調査の概要は次のとおりです。

① 統計データ分析
　国勢調査等の様々な統計データから、佐川町の現状を分析・把握しました。

② 施策評価
　前計画の取組等について、定性的及び定量的な評価をしました。

③ 団体調査
　佐川町に関連する団体や組織が抱える課題等を整理しました。

④ 町民アンケート
　18歳以上の町民と中高生を対象に、アンケートによる町民ニーズやまちのイメージを把握しました。

⑤ �町民ワークショップ
　�現在の暮らしで感じていることや、今後のまちづくりに必要だと思うことについて町民に話し合って
いただき、その結果を整理・把握しました。
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第 　 節　時代の潮流

❶少子高齢化と人口減少社会
　我が国の傾向と同様に、佐川町でも総人口は減少しており、令和 2（2020）年時点の高齢化率は
41.0％と、少子高齢化が進行しています。地方では、若年層の町外流出や出生数の減少により、地域
産業の担い手が減少し、集落機能の維持が難しくなっています。この傾向は佐川町でも同様で、医療・
福祉サービスの需要は増加しており、高齢化に対応した生活支援や移動手段の確保等、暮らしを支える
体制の整備や、限られた人材の中で地域を支え合う取組が求められます。

❷国を挙げた地方創生の取組
　国は、地方創生の推進に向けて各種戦略を策定し、地域の活性化を図っています。佐川町においても、
農林業の高付加価値化や観光振興、移住・定住の促進等に取り組み、地方創生への対応を進めています。
今後は、国の動向を注視しながら、新たな技術を活用して地域資源を磨き、日常生活に必要なサービス
の維持向上と、誰もが安心して暮らせる豊かな地域社会の実現を目指していくことが求められます。

❸生活様式や価値観の多様化
　時代の変化により、価値観やライフスタイルは多様化し、物の豊かさより心の豊かさが重視されるよ
うになっています。一人ひとりの自由な考え方や個性が尊重される社会へと転換が進む一方で、人との
つながりが希薄化する問題もあります。少子高齢化や核家族化の中で、地域コミュニティを支え、多様
な生き方や働き方を可能にする環境づくりが求められています。

❹誰もが活躍し、互いを尊重する社会
　子どもから高齢者、障がいのある方、性的マイノリティ、外国人住民など、あらゆる人が互いを尊重
しながら、役割や生きがいを持って暮らせる環境づくりが重要です。佐川町においても、子育てや介護
との両立支援、ハラスメント防止、人権尊重の取組、多文化共生の推進など、すべての人が安心して暮
らせる地域社会の形成が求められています。

❺環境問題の深刻化と脱炭素社会に向けた取組
　地球温暖化に伴う気候変動など、地球規模での環境問題が深刻化する中、環境への意識も高まってい
ます。国は、2050年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロとする「カーボンニュートラル」の実現
を目指しており、地方自治体や企業、一人ひとりが、環境に配慮した脱炭素社会の実現に向けて取り組
むことが求められています。佐川町でも、ゼロカーボンシティ宣言に基づき、脱炭素・循環型社会の実
現に向けて、事業者による省エネ施設・設備への転換や、住民による省エネ機器への入替、住宅の断熱
化、ごみ排出量の削減などの取組をさらに進めていく必要があります。

3
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❻災害への備え
　近年、大規模地震や集中豪雨などの自然災害により、全国各地で甚大な被害が発生しています。また、
近い将来、高い確率で発生が予測される南海トラフ地震などに備え、防災・減災対策の重要性も一層高
まっています。佐川町では、ほぼ全地区で自主防災組織が整備され、防災体制の基盤づくりが進められ
てきました。今後も、災害に強いまちづくりに向けて、町民の防災意識の向上や避難体制の整備など、
地域ぐるみで災害に備える取組を進めていくことが求められます。

❼社会資本の維持管理や更新
　全国的に、高度経済成長期に集中的に整備された公共施設や道路、橋、水道などの社会資本が、一斉
に更新時期を迎えつつあります。佐川町でも、今後、老朽化の進行に伴い、修繕や更新にかかる経費が
大きな負担となることが想定されることから、人口減少などによる将来需要の変化を踏まえ、長期的な
視点で計画的に維持管理を進めていくことが求められています。

❽デジタル技術の活用
　IoT や AI、ビッグデータなどの ICT の進展により、人々の生活や地域サービスが大きく変わってい
ます。国では、誰も取り残されず、自分に合ったサービスを利用できる社会を目指しています。地方自
治体でも、行政手続きの電子化や住民サービスの利便性向上に活用するとともに、社会課題の解決や新
たな価値創造を進めるDX（デジタルトランスフォーメーション）の取組が求められています。
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徳島県
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第 2 章　佐川町の姿

第 　 節　佐川町の現況

1位置・地勢
　佐川町は、高知県中西部に位置し、高知市から約 27㎞、車でおよそ 1時間圏内の距離にあります。
総面積は約 101㎢で、越知町、津野町、須崎市、土佐市、日高村の 5市町村に囲まれています。県都
高知市と愛媛県を結ぶ国道 33号と、山間部と太平洋側を結ぶ国道 494 号、JR 土讃線が交わる交通の
要所でもあります。高吾北地域 3町の中では最大の人口と財政規模を有し、高知市などの都市部への
人口流出を食い止めるダムの役割を果たす地域と位置づけられています。
　自然に目を向けると、虚空蔵山（674.7m）、蟠

ばん

蛇
だが

森
もり

（796.2m）等の山々に囲まれた盆地状の地形
が広がり、町内を源流とする柳瀬川が北へ流れて仁淀川に合流します。温暖多雨な気候ですが、冬季に
はしばしば降雪も見られ、春や秋には靄が立ち込めることもあります。桜の名所としても知られ、四季
折々の草花が町を彩り、豊かな自然環境が広がっています。こうした豊かな自然は、世界的な植物分類
学者・牧野富太郎博士を育んだ背景にもなっています。
　また、およそ 140 年前、日本地質学の創始者と言われたドイツの地質学者エドムント・ナウマンが
佐川を訪れ、佐川が古生代から中生代にわたっての幅広い時代の地層が至るところに露出し、世界的に
貴重な化石も産出されることから、地質学上とても重要な地であることを世界に紹介し、「地質のメッカ」
としても知られるようになりました。
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2歴史
　佐川の歴史は古く、不動ガ岩屋洞窟より出土した土器から、縄文時代草創期にはすでに人々の生活が
営まれていたことが分かっています。文献で佐川の歴史が確認できるのは、南北朝動乱の時代になりま
すが、数カ所の遺跡や窯跡などからは、律令制度に組み込まれていく様子がうかがえ、仏像などの文化
財からも当時の文化が佐川にもたらされていたことが分かります。
　中世を経て、戦国時代（1467～ 1590年）に入り、後に土佐国を統一した長宗我部元親の重臣・久
武親信が1573年、古城山に居城を移し佐川城としました。久武親信没後1603年には、関ヶ原の勲功
により徳川家康から土佐 20万余石を賜った山内一豊に伴い入国した山内家の首席家老・深尾和泉守重
良が、佐川 1万石を預かることになります。以来 10 代 270 年間、明治維新に至るまで、その城下町
である佐川には封建文化が花開きました。当時の文化的影響は、現在の佐川町にも色濃く残り、酒蔵を
中心とした一帯の町並みや、名教館など文化・教育に重きを置く風土が築かれました。その環境は、明
治維新期には田中光顕（1843～ 1939年）をはじめ多くの志士を輩出し、牧野富太郎博士（1862～
1957年）をはじめ、植物学、文学、芸術などあらゆる分野で多くの「文教人」を生み出してきました。 
　また、佐川町は、昭和29（1954）年に町村合併促進法の施行により、旧佐川町、斗賀野村、尾川村、
黒岩村が合併し、さらに昭和 30（1955）年に加茂村の一部を合併し発足、昭和 33（1958）年の境
界変更を経て、現在に至っています。

3地域
　現在の佐川町は、旧町村の区域に基づき、佐川、斗賀野、尾川、黒岩、加茂の5つの地区があります。
　佐川地区は、行政や商業、そして観光の拠点として町の中核を担い、文化・教育施設も集まる地域で
す。なかでも佐川の中心部に位置する上町は、江戸時代に土佐藩の筆頭家老・深尾氏の城下町として栄
え、今も、伝統的な商家住宅や酒蔵などが町並みを形成し、藩政時代の風情をいまに伝えています。
　斗賀野地区は、緑豊かな農村地帯です。広がる田園風景の中で、お米やショウガ、ニラなどの農産物
の生産が盛んに行われています。地域を見下ろす虚空蔵山からは太平洋を一望でき、ハイキングや神秘
的な滝の散策、天文台での星空観察など、自然と親しむことができます。
　尾川地区は、急峻な地形の中に昔ながらの生活風景が残り、自然と人の営みが調和した美しい景観を
誇る地域です。地区を流れる尾川川は、仁淀川の支流で、水質が高く透明度の高い清流として知られて
います。
　黒岩地区は、山に囲まれた盆地状の地形で、昼夜の寒暖差が大きく、お茶や果樹の栽培に適した地域
です。中でも特産の新高梨をはじめ、イチゴや茶の生産が盛んです。
　加茂地区は、佐川町の玄関口として、もっとも高知市寄りに位置し、まきのさんの道の駅・佐川や佐
川おもちゃ美術館などの観光施設が整備されています。また、牧野富太郎博士が愛したバイカオウレン
の群生地があり、自然豊かな地域として知られています。
　これら 5地区では、それぞれの特色を活かしながら、集落活動センターやあったかふれあいセンタ
ーを中心に、町民の交流が活発に行われています。それぞれの形で地域のつながりを大切にしながら、
町民主体によるまちづくりが進められ、多世代が支え合う温かい地域社会の形成に向けた取組が広がっ
ています。
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総人口（人）　　一般世帯数（戸）　　　　  一世帯当たりの人数（人）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年
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4人口
① 人口推移
　総人口は、昭和60（1985）年から減少傾向で推移しており、令和7（2025）年には11,256人（参
考値）となっています。一般世帯数は、平成17（2005）年から、一世帯当たりの人数は、昭和55（1980）
年から減少傾向です。人口減少とともに世帯規模が縮小し、核家族化や単身世帯の増加が進んでいる様
子がうかがえます。

■人口と世帯数の推移

出典：総務省「国勢調査」及び佐川町（※ 2025年の数値は、参考値）

② 年齢 3 区分別人口の割合
　年齢 3区分別人口でみると、昭和 55（1980）年から令和 2（2020）年までの 40 年間で、年少
人口は 19.8％から 10.8％へと 9ポイント減少、生産年齢人口は 65.0％から 48.0％へと 17ポイント
減少しているのに対し、老年人口は 15.1％から 41.0％へと 25.9 ポイント増加しています。

■年齢 3 区分人口の割合の推移

出典：総務省「国勢調査」
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5人口動態
① 自然動態
　佐川町の出生数は、平成 27（2015）年から 40～ 70 人程度で推移し、死亡数は 200 人以上で推
移しています。その結果、自然増減数（出生数ー死亡数）は平成27（2015）年から一貫して減少し、
減少幅は 130～ 200人前後で推移しています。

■出生・死亡者数の推移

出典：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」

② 社会動態
　転入者と転出者の推移は、年によってバラつきがあります。コロナ禍においては、転入者が転出者を
上回る社会増でしたが、コロナ終息後の令和 5（2023）年からは再び転出者が転入者を上回る社会減
となっています。

■転入・転出者数の推移

出典：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」
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佐川町　　　　 全国 　　　　高知県
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③ 合計特殊出生率
　合計特殊出生率は平成 27（2015）から令和 6（2024）年の間で 1.05 〜 1.54 の範囲で推移して
おり、年によって大きく変動しています。令和 5（2023）年には 1.44 まで上昇しましたが、翌年の
令和 6（2024）年には 1.27 まで低下しており、単年の要因による影響が大きいと考えられます。

■合計特殊出生率の推移

出典：厚生労働省「人口動態統計特殊報告」・高知県
合計特殊出生率：15歳から 49歳までの女性が一生のうちに産む子どもの平均数を示す指標

6産業
① 就業者数
　産業 3分類別就業者の構成比は、第 1次産業・第 2次産業は増減を繰り返しながら減少傾向にある
一方、第 3次産業は増加傾向で推移しており、昭和 55（1980）年の 46.9％から令和 2（2020）年
には 66.7％と、19.8 ポイント増加しています。

■産業 3 分類別就業者数の割合の推移

単位：人 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

第 1次産業 1,980 1,895 1,454 1,369 1,138 1,115 826 870 658

第 2次産業 2,344 2,125 2,238 2,182 2,026 1,624 1,370 1,221 1,165

第 3次産業 3,818 3,894 3,876 4,092 4,106 4,168 3,957 3,990 3,651

出典：総務省「国勢調査」
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2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年
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農家数（戸）　　　　 耕地面積（ha）
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観光客入込数

② 農業
　佐川町の農家数は、平成 12（2000）年の 1,256 戸から令和 7（2025）年には 608 戸へと減少
しています。耕地面積も同期間に 748ha から 408ha へと縮小しており、農家の減少とともに離農の
進行がうかがえます。

■農家数と耕地面積の推移

※農家数は「経営耕地のある農家数」、耕地面積は「経営耕地面積」です。
出典：農林水産省「農林業センサス」

③ 観光
　令和 2（2020）年度は新型コロナウイルス感染症の影響で観光入込客数は 3万人を切りましたが、
令和 4（2022）年度には令和元（2019）年以前を超えるまでに回復し、令和 5（2023）年度には
テレビドラマや道の駅の開業の効果もあって、20 万人を超える観光入込客数が訪れました。令和 6
（2024）年度も 14万人を超える水準を維持しています。

■観光入込客数の推移

出典：佐川町調べ
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7財政
① 歳入
　歳入は概ね安定して推移しています。令和 2（2020）年度以降は、新型コロナウイルス感染症や物
価高騰関連の経費により歳入総額も増加しています。また、自主財源の比率が低く依存財源の比率が高
いため、国の方針や社会情勢の影響を受けやすく、変動に対応できるよう財政調整基金や特定目的基金
の活用など、健全な財政運営に努める必要があります。

■歳入の推移

出典：決算統計

依存財源：国や県から交付されたり、補助されたりする財源（地方交付税、国庫・県支出金など）のこと
自主財源：町税（住民税や固定資産税など）や公共施設の使用料など、町で集めることのできる財源のこと

② 歳出
　令和 2（2020）年度以降は、新型コロナウイルス感染症や物価高騰への対応により、その他経費が
増加しています。また、道の駅や図書館の建設などに伴い、投資的経費も増えています。今後、高齢化
の進展に伴い、扶助費などの義務的経費も増加することが見込まれます。

■歳出の推移

出典：決算統計

義務的経費 : 人件費、扶助費、公債費など、支出が義務付けられており、任意に削減できない経費のこと
投資的経費：道路、橋りょう、学校、公園など公共施設整備やインフラ更新に要する経費のこと
その他経費：物件費、維持補修費、補助費等に要する費用のこと　公債費：町債の元金や利子の償還金のこと
扶助費：社会保障制度の一環として、生活困窮者、児童、障がい者等を援助するために必要な経費
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住みやすい　　 どちらかといえば住みやすい　　 どちらかといえば住みにくい　　 住みにくい　　 無回答

24.1%　　　　　　　　　　　　　　　　54.7%　　　　　　　　　　　　    10.7%         8.2%

29.7%　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57.2%　　　　　　　　　　　　　 11.2%　 

今回（R６）調査
（n=439）

前回（H26）調査
（n=458）

2.3%

1.9%

第 　 節　町民の声

1アンケート調査の概要
　本計画の策定に当たり、町民の日常生活における実情や感じている課題、今後佐川町に期待すること
等の把握を目的に、アンケート調査を実施しました。

① 町民アンケート（18 歳以上の町民）
　調査対象者：佐川町在住の町民 1,000 名
　調 査 方 法：郵送配布・郵送回収及びWEB回答
　調 査 期 間：令和 6（2024）年 11月 30日から令和 7（2025）年 1月 7日
　有効回答数：439件（回収率 43.9％）

② 次世代アンケート（中高生）
　調査対象者：佐川町内 3中学校、佐川町在住の高校生世代 430名
　調 査 方 法：�中学生：学校配布・WEB回収�

高校生世代：郵送配布・WEB回収
　調 査 期 間：令和 6（2024）年 11月 30日から令和 6（2024）年 12月 31日
　有効回答数：289件（回収率 67.2％）

2調査結果の概要
① 町民アンケート（18 歳以上の町民）

ア　佐川町の住み心地について
　「どちらかといえば住みやすい」が 54.7％と最も高く、「住みやすい」が 24.1％、「どちらかと
いえば住みにくい」が 10.7％と続いています。「どちらかといえば住みやすい」と「住みやすい」
を合わせた『佐川町は住みやすい』は 78.8％となっています。前回調査（平成 26（2014）年実
施）と比べ、『佐川町は住みやすい』は、8.1 ポイント減少しました。

2
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29.2道路の整備

鉄道・バスなどの公共交通機関

日常の買い物

下水道や生活排水対策

病院診療所への通院

地震などの防災対策

通勤通学の安全

こどもの遊び場の安全

通勤通学の便利さ

防犯対策

学校等の教育

情報通信環境

し尿処理対策

こどもを育てる環境

環境・公害対策

上水道や井戸水対策

スポーツ健康づくり

緑や水などの自然

景観や町並みの美しさ

文化に親しむ環境

消防などの防火対策

ゴミ処理対策

その他

特にない

無回答

今回（R6）調査（n=439）
前回（H26）調査（n=458）

イ　地区の生活環境で不満があることについて
　「道路の整備」が 29.2％と最も高く、「鉄道・バスなどの公共交通機関」が 19.8％、「日常の買
い物」が 17.5％と続いています。
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企業誘致、雇用の確保
地震などの防災対策
少子化や人口減少
高齢者福祉施策
若者の定住対策
保健、医療対策
農林業の振興

学校教育の充実
心身障害者、児童、母子などの福祉施策

観光の振興
道路交通網の整備
商工業の振興

環境対策（ごみ処理や温暖化など）
下水道の整備
自然保護対策

防犯、風紀対策
ゴミ、リサイクル対策

教育施設の充実
コミュニティの活性化対策

公営住宅などの居住環境の整備
交通安全対策
生活排水対策

町の景観づくり
上水道の整備

スポーツの振興
生涯学習の充実
地域文化の振興
行政のスリム化

情報化社会への対応（まちのデジタル化）
青少年育成対策

消防などの防火対策
市街地の整備や開発

情報公開
その他

消費者保護対策
町外、国外交流

特にない
人権啓発の充実

男女共同参画社会の実現
無回答 11.2
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28.5
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30.8

35.1

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

全体（n=439）

ウ　今後 10 年間で、佐川町はどのような分野に特に力を入れるべきかについて
　「企業誘致、雇用の確保」が 35.1％と最も高く、「少子化や人口減少」と「地震などの防災対策」
が、それぞれ 30.8％と続いています。
　雇用の確保や人口減少対策など、地域の発展と持続を重視するとともに、防災や高齢者福祉、医
療など安心して暮らせる環境づくりを求めていることがうかがえます。
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全体（n=289） 32.2% 　　　　　　　　　　　　　　 38.4%　　　　      　  　　  16.6%         7.3%  5.5%

住みやすい　　 どちらかといえば住みやすい　　 どちらかといえば住みにくい　　 住みにくい　　 無回答

11.8

26.3

5.2

5.9

7.3

12.5

12.8

18.3首都圏・名古屋圏・関西圏

高知県内の、他の市町村

佐川町内の、現在住んでいる場所

首都圏・名古屋圏・関西圏以外の高知県外の市町村

佐川町内の、現在とは別の場所

日本国外

わからない

無回答

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

全体（n=289）

生活するのに便利だから
出会いや遊び、体験の機会が多いから
行きたい学校や仕事の機会があるから

災害が怖いから
友達や先輩も町外に移るから

今の、家族や近所の人の関係が煩わしいから
その他

特に理由はない
無回答 0.8

18.3

7.9

4.0

5.6

17.5

36.5

44.4

45.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

全体（n=126）

② 　次世代アンケート（中高生）
ア　佐川町の住み心地について
　「どちらかといえば住みやすい」が 38.4％と最も高く、「住みやすい」が 32.2％、「どちらかと
いえば住みにくい」が 16.6％と続いています。「どちらかといえば住みやすい」と「住みやすい」
を合わせた『佐川町は住みやすい』は 70.6％となっています。

イ　10 年後、どこに住んでいたいと思うかについて
　「わからない」が 26.3％と最も高く、「首都圏・名古屋圏・関西圏」が 18.3％、「高知県内の、
他の市町村」が 12.8％と続いています。

ウ　10 年後は佐川町外に住んでいたいと思う理由について（上記「イ」で、「高知県内の、他の市町村」「首
都圏・名古屋圏・関西圏」「首都圏・名古屋圏・関西圏以外の高知県外の市町村」「日本国外」と回答した
方への質問）
　「生活するのに便利だから」が 45.2％と最も高く、「出会いや遊び、体験の機会が多いから」が
44.4％、「行きたい学校や仕事の機会があるから」が 36.5％と続いています。
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全体（n=289） 32.2% 　　　　　　　　　　　　　　 38.4%　　　　      　  　　  16.6%         7.3%  5.5%

住みやすい　　 どちらかといえば住みやすい　　 どちらかといえば住みにくい　　 住みにくい　　 無回答

11.8

26.3

5.2

5.9

7.3

12.5

12.8

18.3首都圏・名古屋圏・関西圏

高知県内の、他の市町村

佐川町内の、現在住んでいる場所

首都圏・名古屋圏・関西圏以外の高知県外の市町村

佐川町内の、現在とは別の場所

日本国外

わからない

無回答

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

全体（n=289）

生活するのに便利だから
出会いや遊び、体験の機会が多いから
行きたい学校や仕事の機会があるから

災害が怖いから
友達や先輩も町外に移るから

今の、家族や近所の人の関係が煩わしいから
その他

特に理由はない
無回答 0.8

18.3

7.9

4.0

5.6

17.5

36.5

44.4

45.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

全体（n=126）

少子化や人口減少
地震などの防災対策

自然保護対策
環境対策（ごみ処理や温暖化など）

ゴミ、リサイクル対策
学校教育の充実
高齢者福祉施策
農林業の振興

スポーツの振興
観光の振興

町の景観づくり
企業誘致、雇用の確保

商工業の振興
保健、医療対策
教育施設の充実

心身障害者、児童、母子などの福祉施策
若者の定住対策
交通安全対策

防犯、風紀対策
地域文化の振興

情報化社会への対応（まちのデジタル化）
道路交通網の整備
消費者保護対策
町外、国外交流

市街地の整備や開発
男女共同参画社会の実現
コミュニティの活性化対策

青少年育成対策
情報公開

下水道の整備
人権啓発の充実

消防などの防火対策
生涯学習の充実
生活排水対策

公営住宅などの居住環境の整備
上水道の整備

行政のスリム化
その他

特にない
無回答 11.8

17.6
2.4

0.3
0.7
0.7
1.0
1.0
1.4
1.4
1.7
2.1
2.4
3.1
3.1
3.5
3.5
3.5
4.2
4.8
4.8
5.2
6.6
7.3
7.3
8.0
9.3
9.3
9.3
9.7
9.7
10.7
11.1
11.4
11.8

14.2
15.6
16.3

20.1
23.5

0% 5% 10% 15% 20% 25%

全体（n=289）

エ　今後 10 年間で、佐川町はどのような分野に特に力を入れるべきだと思うかについて
　「少子化や人口減少」が 23.5％と最も高く、「地震などの防災対策」が 20.1％、「自然保護対策」
が 16.3％と続いています。
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佐　川

\ 現在の暮らしで感じていること、今後のまちづくりに必要だと思うこと /

若者の定住・移住者を増やす
● 自然豊かで都会の人が暮らしたくなる
● 地域おこし協力隊の人が定住してくれている
● ふるさと教育で住み続けたいと思う子が増えたの
はすごい

● 高知に Uターンを考えたとき佐川に住みたいと
思ってここに来た

● 車がなくても住める文化的な町が魅力的
● 都会よりお給料が低い、生活水準を落としたくな
い、老後は帰ってきたい

● ランチができるお店があると良い（まきの公園の
周辺にあると良い）

● 空き家、空き店舗でお店を開くミッションの協力
隊がいたらよい

産業
● 周りの田んぼの耕作放棄地が増えた
● 農業の担い手が減っている　
● 後継者があまりいない
● 草を刈れる人が高齢化
● 草刈りの講習会実施
● 商店が少しずつ減ってきている
● 観光客からお金が落ちていない
● 経済に詳しい人と専門の勉強を行政も住民もする
● 人材を育てる（後継者）

道の駅
● 公園は安全で楽しい、遊べる
● 道の駅ができてよかった、人が集まる
● 歩道がない、歩行者・自転車などで行くと危険
● 美術館の地元へ優待券発行
● 芝生広場にてイベントをしてほしい

\ この地区での今後 10 年について考える /

『佐川高校の進路保障の充実、魅力化で若者流出の
課題が解決され、空き家の管理対策で佐川町独自の
制度をつくることにより、移住者が増え、農業法人
をつくり、農業を産業として成り立たせることで地
元の雇用を確保して、人口減少が緩やかになり足腰
が強いすてきな町になっている！』
● コミュニティの再編
● 地元の方向けにも空き家改修などの補助制度を！ 
● 空き家改修のマッチング・外に出る人を減らす・
出て行っても戻ってきてくれる 

● 時代に合った町独自の佐川産をつくる
● お米やお茶・イチゴなど気候に合わせて品種改良する

『林業や農業などの緑の仕事を広げ活性化させるこ
とによって、佐川の特産品ができるとともに、働く
場所を増やすという課題が解決し、人が育つ豊かな
佐川町になっている』
● 企業を誘致して一次産業から加工、販売まで見直す 
● 特産品づくり 
● 新規就農者支援 
● グループで農業をやって、機械の導入などの経費
削減 

● 林業について国外輸出も視野に入れる

3町民ワークショップ
　町民の意見を広く聴取し、計画策定に反映させることを目的として、これからの佐川町の未来像やま
ちづくりの方向性について意見交換を行う町民ワークショップを開催しました。

第1回
「この 10 年の振り返り」現在の暮らしで感じていること、今後のまちづくりに必要だと思うこと
佐川　参加者数：18名　　　　斗賀野　参加者数：24名　　　　尾川　参加者数：24名
黒岩　参加者数：24名　　　　加茂　　参加者数：17名� 参加者合計：107名　

第 2回
「この地区での今後 10 年」について考える
佐川　参加者数：10名　　　　斗賀野　参加者数：28名　　　　尾川　参加者数：10名
黒岩　参加者数：11名　　　　加茂　　参加者数：10名� 参加者合計：69名
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斗賀野

\ 現在の暮らしで感じていること、今後のまちづくりに必要だと思うこと /

地域・世代を超えた人のつながり
● 心地が良い、住みやすいところとみんなが言う
● 雰囲気がいい、人を受け入れてくれる
● 土台がある子ども「協力・地域・団結・地域性」
がより高まった

● 地区運動会 5地区対抗、終わったら懇親会
● 元気村 20年継続してきた
● 子どもから大人も学ぶ、新たな絆を深める
● 次世代のつながり、時代の流れ、昔通りにはいか
ない

● 地区敬老会・防災・焼き芋・昔あそび（保育園）
● バザール・七夕祭り・たらふく秋祭り・若者交流
会 etc

● 後継者が不足、人材育成が必要
● 移住してもらえるようにアピール
● 外から人を呼び込むだけじゃなくて地域の人との
密なつながり

● 若い人に発信してもらえるようにイベントを盛り
上げていく

● 空き家があっても貸さない
● 独居・高齢・認知の3点セットの家が増加中。見
守りネットワークの再構築が必要

● 自治会に入らない住民が増えた

あったか・集落活動センター
● 90 歳代の利用者が多い、男性の利用者が多い
● 買い物の送迎をしてくれるのでお年寄りも買い物
に行ける

● 若者交流会があり新しく入ってきた人と交流がで
きた

● 地元の人が移住者に声をかけてくれる
● いろいろなアイディアが出てきて地域を良くする
活動が増えた

● 具合が悪くなった方の情報が入ってくる（目が行
き届いている）

● 自治会の弱体化⇒あったかがカバーしてくれる

SNS・広報
● HP の中での調べものがしにくい
● LINEの登録者数が少ない。InstagramもFacebook
ももう少しフォロワーが多くてもいいのに

● 良いこと（政策・SNS）をやっているのに広報が
下手、もったいない

● もっと利便性を上げ、もっと良い情報を知らせる
● 年に数回高齢者向けに LINE の使い方を教えてく
れると良い

\ この地区での今後 10 年について考える /

『地域活動に取り組んでいる元気な世代が子育て広
場をつくることで、多世代がつながるきっかけとな
り、縦のつながりが深まり課題について話して一緒
に考える場につながることで、組織が存続、拡大さ
れ活動が活発になり、自分たちで問題解決に向かっ
ていける斗賀野』
● 楽しく活動して背中を見て学んでもらう
● 農業、空き家など課題を一つずつ解決していく
● 高齢者のシェアハウスがあると便利 
● 若者と集まれる場づくり、発言できる場所づくり

『斗賀野アップデート大作戦 ! ! 
「農業」「教育」「暮らし」のブラッシュアップ・チ
ャレンジする人を応援するまち』
● 農業で十分な収入を得られるようにする 
● 遊休農地を出さない
● 夢を語る場所をつくる
● 起業家体験の実施（子ども向け） 
● はちきん移住（女性が帰ってきたい環境にする） 
● 地域を盛り上げるイベント、交流人口を増やす

『子どもが戻ってこれるようなふるさとができ、斗
賀野に住んで子どもを育てたい人が増え、高齢者の
生きがいも見いだせるまち』
● もうける農業にしたい
● 農業支援の施策を！ 
● トピアに若い人が入るようにする 
● おためし移住、農業 
● 農業、林業を観光につなげる

『ニーズに沿ったぐるぐるバスの運用で、あらゆる
世代の利便性が上がり、なおかつ災害に強いまち』
● スポーツパーク、サッカー以外でも使えるといい 
● ぐるぐるバスの利便性、ニーズを聴いて欲しい！！ 
● フェスをやる！イベントで横のつながり
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尾　川

\ 現在の暮らしで感じていること、今後のまちづくりに必要だと思うこと /

ぐるぐるバス・移住者
● バスがあるから免許を返納しようと考えられる
● 乗るのも降りるのもバス停じゃないところで停車
してほしい

● 尾川はご近所づきあいが良くみんなやさしい
● 若い人がここに住んで仕事ができるようにしたい
● 移住者へ町からのサポート制度があると良い

健康と福祉（地域のつながり）
● あったかの小学生の利用者増加中
● 勉強を教えてくれるボランティアがいると良い
● 尾川おどり第 3土曜日伝承会をやっている
● 桜祭りでウォークラリー健康促進
● おいぼ連隊隊員が増え公園がキレイになり子ども
が遊びやすい

● 末永く活動してほしい後継者を育てる

若者に移住してもらうために
● 家を貸してもらえない（荷物がそのまま片付けが大変、家が古くなってしまっている）
● 協力隊の人が任期を終えた後に残ってしたい仕事がない
● 中山間留学、都会の子ども達を受け入れて短期間生活をする
● 商店がない、少しの買い物がしにくい
● とくし丸が週 2回来ている
● 学校でもバイカオウレンに関わる取組をしてくれると、郷土愛が育つ。

\ この地区での今後 10 年について考える /

『空き家対策で、交流人口、子育て世代の定住の増
加、豊かな自然の中での子育て、農業や IT の仕事
ができる、明るく楽しい豊かな尾川』
● 住む場所の基準が必要�
①駐車場　②学校　③職場への出勤方法

● 片付けた方が得になる仕組み（民泊など）
● 空き家で 1泊 2日で一年を通して農業体験 
● トイレなどリノベーションする補助金 
● 田舎で周りに家がない、庭が広い、動物が飼える、　
自由に使える

『子どもたちが地域を学び貢献し、充実した学校生
活が送れる帰ってきたいまち』
● 尾川中学校の魅力UP
● 尾川小中と地区の方々との関わりを増やす　
● 山村留学、宿舎（寮）世話役
● 自然が沢山ある割に町まで近い（川遊び、山遊び）
● 尾川地区に関する情報整理
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黒　岩

\ 現在の暮らしで感じていること、今後のまちづくりに必要だと思うこと /

集落活動センター・あったかふれあいセンター
● 利用者同士が顔見知りになり輪が広がった
● 集落活動センターで多くのイベントが開催できる
ようになった　　

● あったかふれあいセンターに来る利用者が元気に
なった

● 子ども食堂ができた、流しそうめんが楽しかった
● 厨房を使って料理や加工品を作るグループができた
● 健康体操のような集まりがあるといいかも
● 定期的に「ピザの日」をつくってみんなで集まろう！
● お年寄りばかりでなく幅広い年代の人たちが集ま
るようになったらいい

● 健康づくりを明るく楽しく誘う工夫があると良い
● あったかが子どもたちも集いやすく、成長につな
がる場になると良い

農業振興
● 人手不足で荒れた土地を使えるようにするのは難しい
● 人が減って農業をしなくなった
● 個人でなく力を合わせて農業をしていく
● 大人向けに農業体験ができるような環境づくりを
する

● ブランド米などを作ってアピールする

観光
● 黒岩スカイラインが再開発された
● ホタルがいるので観光資源にならないか
● 町外（黒岩外）へ出ている人を呼び交流したい
● 個人、団体（小・中・高生）での栽培管理や食育
どうやってリンゴ・梨ができるか

旧黒岩中学校
● 休校より、いっそ廃校にして使えるようにしてくれたら、いろいろ考えれるのに
● 中学校の活用（コワーキングスペース・教室をジム・カフェ・プールで釣り堀・合宿所・シャワールーム・
大浴場「黒岩の湯」etc）

\ この地区での今後 10 年について考える /

『黒岩中学校を観光や移住相談の拠点にする。人を
雇用することができ、施設の活用の仕方の課題が解
決される。そして人の交流が増え子育て世代が定住
できる黒岩』
● 若い人や移住者の力を借りたい 
● スポーツ合宿施設としての利用 
● 週に何回か決めてカフェみたいにする？
● よそには出せんけど黒岩に来たら食べれるもの
● 大人向けに農業体験

『結婚できるまち、子育てしたいまち黒岩』
● 男女の出会いがいっぱいのまち
● 子育てしながら働けるところ
● ここから働きに行ける場所があるといい
● もっと気軽に農業ができるといい
● 作物を上手に作る方法を教えんといかん
● 何回も黒岩に来てもらう仕組みをつくる

『農業を通していろいろな関わりができる人、仕事
が増え、生活が安定している町』
● 単発で農業ができる日雇いでいろんな仕事を体験
できるような仕組み 

● 地元の人だけでは手が足りない、外国の方にも力
になってもらう 

● 在宅でできる仕事、自然の中で仕事ができる
● 作ったものに付加価値をつける、ブランド化して
売る
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加　茂

\ 現在の暮らしで感じていること、今後のまちづくりに必要だと思うこと /

健康と福祉
● あったかができて、高齢者の集いの場が生まれた
● 地域の活動内容が広まり、拠点ができた
● 加茂の里を拠点に地域が元気になっていると感じ
る

● 百歳体操やかみかみ体操でフレイル予防が進んだ
● 認知症の方も安心して暮らせる地域を目指してほ
しい

● 病院に行くほどでもないことを気軽に相談できる
場所がほしい

● 健康づくりを明るく楽しく誘う工夫があると良い
● あったかが子どもたちも集いやすく、成長につな
がる場になると良い

道の駅
● 雇用が生まれた
● 活気を感じた
● 近くで買い物ができるようになり便利
● 魚や豆腐なども売ると良い
● 佐川町産にこだわったものを販売してほしい
● 広場を活用してコンサートなどが行えると良い

観光・バイカオウレン
● バイカオウレンまつりなどで全国から多くの人が
来てにぎわった

● 他のバイカオウレン群生地と連携できると良い
● 1日 400人の対応は限界、担い手が足りない
● 若い人の参加が少なく、今後が心配
● 学校でもバイカオウレンに関わる取組をしてくれ
ると、郷土愛が育つ

\ この地区での今後 10 年について考える /

『高知市から 30 分の便利な田舎を PR して、企業や
移住者を誘致。よくある地名「加茂」を逆手に「全
国カモサミット」の開催地となり、人の交流と資金
の循環が高まった活力ある地域となる！』
● 加茂をブランド化！
● 観光（バイカオウレン・ハナモモ・ヒガンバナ・
山野草） 

● 空き家、子育て対策
● 耕作放棄地の対策 
● 行政区でなく学校区での取組 

『佐川町の玄関として、「水害への対策」「渋滞の緩和」
「JR の維持」「人口増加（移住・定住の促進、南海
トラフ地震被害の受け皿）」などの取組を行うことで、
安心・安全住みたいまち“加茂”』
● 加茂駅の有効活用
● 佐川の玄関口は加茂！
● JR の駅が日本一近い集落活動センターなので立
地を活かしたい

● 農地付き住宅地があるとよい
● 野菜作り講座の開催（地元の人と移住者の交流）
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中学生ワークショップ
　未来を担う中学生が、日頃まちについて感じていること、考えていることを拾い上げ、まちづ
くりへの興味を持つきっかけや、柔軟な発想を活かしてまちづくりについて提案する機会を創出
することを目的に、ワークショップを開催しました。

佐川中学校 テーマ「10 年後の佐川町はこうあってほしい !」
令和 7年 2月 20日（木）　佐川中学校　3年 3組

尾川中学校 テーマ「尾川を知ってもらい、尾川に来てもらいたい !」
令和 7年 2月 3日（月）　尾川中学校　1年生・2年生

加茂中学校 テーマ「10 年後の佐川町はこうあってほしい!～持続可能な佐川町に向けた中学生のミッション～」
令和 7年 2月 20日（木）　加茂中学校　1年生・2年生

佐川町にあったら良いもの / なくても良いもの　
● 町で交流して招待運動会の開催、スポーツできる
場所があったら良い

● 空地、空き家が多くて怖い

佐川町の良いところ / ちょっと残念なところ　
● 子どもが元気、地域の人がやさしい
● 街灯が少ない、子どもが集まれる場所がない　　
● お店が少ない、ごみが落ちている

持続可能な佐川町に向けた 
中学生のミッション

● 加茂駅のクリーンキャンペーン、みんなで JR を
もっと利用する、お祭りを手伝う

● お店のメニューを一緒に考える、中学生がお店を
ひらく、手作りのものを売る

● SNS で地域の情報発信、ポスターを作って�
加茂駅をキレイに使ってもらう PRをする

\ 加茂中学校 /

尾川地区の良いところ・自慢できること
● みんな仲良し、知らない人もあいさつをする、自
然がいっぱい

● たいこ岩、城跡がある、山登りができる、桜がキ
レイ、リラックスできる

● 西の前の川がキレイ！泳げる！
● コロッケ、栗がおいしい、�
「ルポ（ケーキ屋さん）」がある

佐川町全体として取組めば良いこと
● 買い物できる場所（コンビニ、アイスの自販機）
があると良い

● 運動できる場所ができると良い（チョコザップな
ど）

● 災害に強いまちづくり、通学路の安全確保、�
街灯を増やす

\ 尾川中学校 /

佐川町の残念なところ　
● 若い人がいける店が少ない、閉まっている店が多い
● 街灯や遊べるところ、飲食店が少ない

佐川町の自慢できること　
● 桜、川、空気がキレイ、自然が豊か
● 食べ物がおいしい、観光施設が多い、植物園�
がある、偉人が多い

持続可能な佐川町に向けてのアイデア・ 
自分たちにできること

● 長期休みに中学生がお店をひらく！
● 花を植えたりごみひろいのボランティアをしたり
する、公園のベンチの色を塗りたい！

● 仕事体験会をひらく、どうやって佐川を活かして
いくか考える、ずっと住み続ける

\ 佐川中学校 /
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関係団体アンケート

\ まちづくりに関して、今後注力すべき施策や方向性について /

教育
● 地域の教育力をもっともっと高め、“子育てしや
すいまち”“住みたくなるまち”

● 学校での防災教育の取組と推進
など

農業
● 耕作放棄地が増えているので、農家を育成し、定
住してもらうプログラム

● 若者の農業従事者を増やすための教育機関や農業
法人の設立に向けての補助

● 利用できる農地や家の紹介
など

まちづくり
● 地域の魅力を次世代に伝え、愛着を育み、多世代
間交流を促す取組の推進

● 住民同士が仲良く語り合え、健康で暮らし、幸せ
を感じるまち

● 移住促進や関係人口を増やす取組の推進
など

共生社会
● すべての人が、自分らしく気持ちよく暮らせる、
差別のない風通しの良いまちづくり

● ますます増えるだろう外国人労働者への差別のな
い、誰もが住みやすいまちづくり

など

行財政
● 役場職員が地域へ積極的に関わり、地域に入って現状を把握するとともに、小さな集落の行事も関心を持っ
て、積極的に関わることが大事

など

観光
● 観光振興発展のために、新しい観光名所の掘り起
こし

● 牧野公園の植物をもっとまちづくりや観光に活用
● 仁淀ブルーのクオリティを一層高める観点から、
支流の一つである春日川の浄化について考えてみ
たらどうか

など

産業
● 企業誘致による雇用の場づくりを行い、人口増を
図り、安心して町内で生活できる仕組みづくり

● 中山間地域で一定の収入を得ながら、安心して暮
らし続けることができる仕組みづくり

など

健康づくり
● 健康づくりのスポーツジムを備え、誰もが集い、
利用できる交流拠点の創設

● 社会参加のきっかけを見出せない方の居場所づく
りの拠点へ

など

安心・安全
● 町道の改修や地すべり対策などのインフラ整備な
ど、安心して生活できる環境づくり

など

　本町において、日頃から各分野で活動されている団体の皆様より、現在抱えている課題やまち
づくりに対するご意見等をアンケート形式で伺いました。

24



　町民アンケートにおける「教育環境」への満足度が向上しており、これは、さかわ未来学や
GIGAスクール構想の導入などの取組が進み、教育を支える基盤が整備されてきたことや、教員
や支援員への研修を通じて支援体制が充実してきたことによるものと考えられます。
　ふるさと教育の推進により、地元への愛着や誇りが子どもたちの中に醸成されており、将来的
な地元定住や地域貢献につながることが期待されます。今後も、ふるさと教育や地域との学びあ
いを推進するとともに、子ども一人ひとりの多様なニーズに対応できる支援体制の充実が必要で
す。また、子どもの居場所づくりや学習支援、放課後や休日の活動機会の充実を図ることも重要
です。
　地域の伝統文化については、継承する担い手が減少しており、次世代への継承に向けた取組の
強化が求められます。
　県立佐川高校については、存続に向けて魅力化を求める声が多く寄せられています。今後は、
高知県や仁淀川町、越知町、日高村などの関係自治体とともに、佐川高校との連携の在り方を検
討していくことが重要です。

教　育

　平成 30（2018）年に「子育てしやすいまち」宣言を行い、妊娠から出産、子育てまで切れ
目のない支援体制を整備してきました。18歳までの医療費や給食費の無償化、保育料の軽減な
どの町独自の施策を進めたことで、町民アンケートでも「子育て支援が手厚い」と感じる割合が
増加するなど、着実な成果が見られています。ファミリーサポートセンター事業をはじめ、地域
ぐるみで子育てを支える取組も広がり、支援の輪が定着してきました。一方で、依然として出生
数の減少傾向は続いており、安心して子どもを産み育てられる環境づくりを一層推進していくこ
とが求められます。
　福祉・健康づくりの分野では、あったかふれあいセンター事業により、各地区に誰もが安心し
て集える福祉拠点の整備が進みました。地域の中心となる住民団体が運営を担うことで、地域の
方々のつながりがより深まり、互いに支え合う地域福祉の拠点として定着しています。子どもか
ら高齢者まで、世代を超えて人が集い合う「地域の居場所」として機能し、体操や会話、趣味活
動などを通じた交流が広がることで、心身の健康づくりや介護予防・フレイル予防にもつながっ
ています。しかし、高齢化の進行に伴い、地域の支援ニーズは今後さらに多様化・高度化してい
くことが予想されます。現在のあったかふれあいセンターの体制だけでは十分に対応できなくな
る可能性があるため、ボランティアの育成や世代を超えた支え合いの仕組みづくり、運営体制の
見直しを進め、持続可能な福祉・健康づくり体制を構築していくことが必要です。

健康・福祉

第 　 節　総括
　「時代の潮流」「佐川町の現況」や「町民の声」を踏まえて、想定される課題等を分野ごとに整理します。

3
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　農業・林業・商工業の各分野でも多様な取組を実施し、地域における雇用づくりを進めてきま
した。しかし、これらの分野では担い手不足や後継者対策が依然として大きな課題となっていま
す。特に農業では、高齢化や担い手不足の影響により耕作放棄地が拡大しており、深刻な状況と
なっています。また、近年の働き方や職業選択に関する意識の変化に対応するため、町や商工会
など関係機関が連携し、柔軟かつ効果的な支援策を展開することが求められています。
　観光分野では、牧野公園の整備により観光資源としての魅力が向上するとともに、テレビドラ
マ効果により「植物のまち」として全国的な知名度が高まりました。また、「まきのさんの道の駅・
佐川」や「佐川おもちゃ美術館」のオープンで、幅広い年齢層が年間を通して楽しめる観光環境
も整いました。今後は、地域資源を磨き上げ、観光協会をはじめとした関係機関との連携、デジ
タルを活用した情報発信を進めることで、にぎわいの創出や消費拡大を図り、地域の稼ぐ力と雇
用機会を確保するとともに、町全体の産業基盤と観光の発信力を持続的に高めていくことが必要
です。

産業・観光

　過去 10年間で町内のほぼ全地区に自主防災組織が整備され、防災体制の基盤づくりが進みま
したが、活動が停滞している組織も見られます。南海トラフ地震への備えが求められる中で、防
災への関心が高まる一方、町民の不安感も高まっており、今後は町民一人ひとりが防災を「自分
ごと」として捉え、安心を実感できる地域づくりが求められています。
　インフラ整備においては、緊急車両の通行を確保するための道路改良、水道・橋梁など老朽化
施設の長寿命化や耐震化を進めており、住宅耐震化と併せた「安全で安心して暮らせる生活環境」
の維持・向上をさらに進める必要があります。
　地域公共交通サービスとして運行されているぐるぐるバスは、町民の移動手段として定着して
いますが、利用者の利便性向上を図るため、運行エリアやダイヤの再編など、町民の要望に応じ
た対応を引き続き進めていく必要があります。
　他にも、防犯・防災の観点から、通学路の安全確保や街灯の整備、管理されていない空き家対
策など、地域の安全確保のための施策を一層推進していくことが重要です。

安全・安心
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　人口減少が進む中、地域の誰もが集える活動拠点として集落活動センターが整備され、交流事
業やイベントを通じて、子どもから高齢者まで世代を超えたつながりが生まれています。
　こうした取組は、地域の絆を深めるとともに、町民同士が支え合う温かい地域づくりへとつな
がっています。一方で、地域活動の担い手の高齢化が進み、活動の継続性が課題となっており、
次世代を担う人材の育成や新たな参加者の確保が求められています。今後は、若い世代の参画を
促す仕組みづくりや、地域リーダーを育成する体制づくりを進めていくことが必要です。
　人口減少への対応としては、移住・定住対策として空き家の活用に取り組んできましたが、移
住希望者からは依然として「住まいが見つかりにくい」という声が聞かれます。空き家バンクの
登録件数や利用者は増加傾向にあるものの、さらなる利活用を図るためには、空き家の所有者へ
の働きかけや町内外への積極的な情報発信、移住希望者への支援体制の充実が必要です。
　地球温暖化の進行や異常気象の増加など、環境問題への対応も喫緊の課題です。本町では「ゼ
ロカーボンシティ宣言」を行い、再生可能エネルギーの導入や省エネルギーの推進など、脱炭素・
循環型社会の実現に向けた取組を進めています。今後は、行政に加えて町民、事業者、各種団体
が一体となり、環境に配慮した行動を広げることで、地域ぐるみで豊かな自然環境を守り育てて
いくことが重要です。

まちづくり

　行政ニーズの多様化・高度化が進む中、これらに的確に対応するため、職員の資質向上を目的
とした各種研修を継続的に実施してきました。これらの取組は、職員一人ひとりの意識やスキル
の向上につながり、組織全体の対応力及び業務の質の向上に寄与しています。今後も、限られた
人員や財源の中で効率的な行政運営を推進するため、職員の能力開発及び人材育成を一層強化す
るとともに、デジタル技術を活用したDX（デジタルトランスフォーメーション）の推進により、
業務の効率化と町民サービスの向上を図る必要があります。
　財政運営においては、限られた財源を有効かつ適正に活用し、収支の均衡を確保しながら、将
来を見据えた健全で安定的な行財政運営を継続していくことが求められます。あわせて、安定的
な財源確保に向け、ふるさと納税の取組を一層強化し、返礼品の充実や情報発信の工夫を通じて
寄附の拡大を図っていく必要があります。
　町民との情報共有や意見の把握を行うため、広報紙やホームページ、SNS などの多様な媒体
を活用し、町政情報や生活に関する有益な情報を積極的に発信してきました。加えて、地区懇談
会などを通じて町民の声を直接伺い、地域課題の共有及び解決に努めており、今後も、町民の意
見を幅広く収集・反映できる仕組みづくりの推進と、町民参加によるまちづくりの推進を図って
いくことが求められます。

行財政
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第 1 章　佐川町の未来像

第 　 節　佐川町の目指す未来像
　前計画では、「チームさかわ　まじめに、おもしろく。」を佐川町の未来像に掲げて、その実現に向け
た施策を展開してきました。前計画の基本構想の策定から 10年が経過し、町民のニーズや行政が対応
すべき課題を把握したうえで、町民と行政が一体となり社会の変化に対応したまちづくりを進められる
よう、本計画において目指す未来像を次のとおり定めます。

　この未来像には、佐川町の歴史と文化を基盤に、町民が互いに支え合いながら、活力ある地域社会を
築くという願いが込められています。
　佐川町は、古くから教育と文化の拠点として発展し、文教のまちとしての誇りを育んできました。近
年では、植物分類学者・牧野富太郎博士の生誕地として全国的にも注目を集め、植物や自然、歴史文化
を通じた交流や観光の振興が図られています。
　地域では、人口減少や高齢化が進む中でも、伝統行事や集落活動センターの取組などを通じて、いろ
いろな分野のボランティア活動が行われ、町民一人ひとりが支え合い、多世代が関わりあいながら地域
コミュニティを守り続けています。こうした取組をさらに進めながら、町民一人ひとりが心身ともに健
康で、地域の中で生きがいを感じながら、世代を超えて笑顔とつながりが広がる、温かく安心できる地
域社会を目指します。
　人が育ち、文化が育まれるまちとして、元気な人々の笑顔と活力が地域の原動力となり、教育・福祉・
産業・観光など、あらゆる分野で花ひらく未来を表しています。

1

人と文化が花ひらく、
明るく元気なまち
さ か わ
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第 　 節　佐川町の人口ビジョン
　国勢調査によると、佐川町の人口は昭和 60（1985）年の 16,124 人をピークに減少傾向が続いて
おり、令和 2（2020）年には 12,323 人となっています。
　佐川町の将来人口について、社人研（※）準拠の人口推計では、令和 42（2060）年には、人口が
約 5,900 人まで減少すると見込まれています。
　こうした状況を踏まえ、総合計画に併せて策定する人口ビジョンでは、人口の維持に計画的に取り組
むこととし、令和 42（2060）年までに約 8,800 人の将来展望を目指すとともに、基本構想・基本計
画の目標年度である令和 17（2035）年の目標人口を 10,490 人と設定します。

※社人研：国立社会保障・人口問題研究所

■人口推計

■年齢 3 区分別 
　人口割合の 
　将来推計 

2

単位：人 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

老年人口 5.069 4.882 4.609 4.268 4.011 3.725 3.459 3.161 2.841

生産年齢人口 5.927 5.598 5.364 5.114 4.789 4.596 4.505 4.566 4.719

年少人口 1.327 1.124 1.023 1.108 1.270 1.367 1.376 1.309 1.242
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第 2 章　未来像を実現する政策方針

第 　 節　基本方針
　未来像を実現するための政策を進めるに当たり、次の 2つの基本方針を定め、まちづくりの方向性
とします。

1持続可能なまちづくり
　佐川町には、先人から受け継がれてきた歴史や文化、人と人との温かなつながり、そして豊かな自然
があります。これらは町の歩みを支えてきたかけがえのない財産であり、決して一過性の取組によって
なされたわけではありません。一つひとつの取組が将来を見据えて、それぞれの時代に対応しながら紡
いできたものです。
　今、人口減少社会の進展やライフスタイルの多様化が進む中で、持続可能性を意識した取組がますま
す重要となります。これまで育まれてきた佐川の歴史や文化、自然、人のつながりを礎として、変化の
時代に対応しながら、次の世代へとまちの魅力と力をつないでいく取組、つまり持続可能なまちづくり
があらゆる分野で求められています。
　個々の取組はたとえ小さくても、持続可能な仕組みや制度を取り入れて政策を進めることで、未来像
の実現を目指します。

2町民と歩むまちづくり
　人口減少や少子高齢化が進む中で、地域を取り巻く課題は複雑化・多様化しています。こうした課題
に対応し、持続可能なまちづくりを進めていくためには、行政だけでなく、地域に暮らす町民や団体、
事業者などが互いに力を合わせることが欠かせません。
　まちの現状や課題を共有しながら、協力し合うことで、より実効性のある取組が生まれます。行政は、
町民が活動しやすい環境を整え、地域の主体的な取組を支援し、町民は自らのまちを支える担い手とし
て、ともに歩みを進めます。
　町民と行政が同じ未来を見据え、思いを重ねながら力を合わせることで、誰もが誇りと愛着を持って
暮らせる佐川町を築くことができます。

1
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第 　 節　分野毎の政策方針

❶教育
　これまで佐川町が培ってきた「文教のまち」を継承しながら、
学校・家庭・地域が連携して学びと郷土愛を深めるとともに、文化・
スポーツを推進していきます。

❷健康・福祉
　誰もが健やかに過ごすことができるよう、子育てや健康づくり、
医療介護などの取組や支援を進め、地域で安心して暮らし続けら
れるまちづくりを推進します。

❸産業・観光
　これからの佐川町の産業を担う担い手の育成を図るとともに、
地域の産業の活性化を推進します。また、新たな地域資源、豊か
な地域資源を発掘・活用し、町の魅力と元気を創出します。

❹安全・安心
　町民の命と財産を守るため、防災・減災対策を進めます。また、
防犯や交通安全対策を強化し、誰もが安全で安心して暮らせる環
境をつくります。

❺まちづくり
　豊かな自然を次世代に継承しつつ、人と人とのつながりを大切にしたまちづくりを推進していきます。
また、人口減少対策に取り組み、持続可能なまちを築きます。

❻行財政
　将来を見据えた健全財政を徹底し、情報共有と広報・広聴を強化します。また、組織・人材力を高め
て、町民と役場が一体となってまちづくりを進めます。

2

33

第
1
部

第
2
部

第
3
部

第
4
部

第
2
部







第 1 章　分野別の施策体系図
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未来像 基本方針 分野 政策 施策

1 教育

2 �健康・
福祉

3 �産業・
観光

4 �安全・
安心

5 �まち 
づくり

6 行財政

これまで佐川町が培ってき
た「文教のまち」を継承し
ながら、学校・家庭・地域
が連携して学びと郷土愛を
深めるとともに、文化・ス
ポーツを推進していきます。

誰もが健やかに過ごすこと
ができるよう、子育てや健
康づくり、医療介護などの
取組や支援を進め、地域で
安心して暮らし続けられる
まちづくりを推進します。

これからの佐川町の産業を
担う担い手の育成を図ると
ともに、地域の産業の活性
化を推進します。また、新
たな地域資源、豊かな地域
資源を発掘・活用し、町の
魅力と元気を創出します。

町民の命と財産を守るため、
防災・減災対策を進めます。
また、防犯や交通安全対策
を強化し、誰もが安全で安
心して暮らせる環境をつく
ります。

豊かな自然を次世代に継承
しつつ、人と人とのつなが
りを大切にしたまちづくり
を推進していきます。また、
人口減少対策に取り組み、
持続可能なまちを築きます。

将来を見据えた健全財政を
徹底し、情報共有と広報・
広聴を強化します。また、
組織・人材力を高めて、町
民と役場が一体となってま
ちづくりを進めます。

❶ ふるさと教育の推進
❷ 魅力ある学校教育の推進
❸ 社会教育・生涯学習の充実

❶ 子ども・子育て支援の充実
❷ 医療・介護・福祉の推進
❸ 健康づくりの推進
❹障がい児者福祉の推進
❺孤独・孤立・生活困窮支援の推進

❶ 産業振興
❷ 観光振興
❸ 担い手対策の推進
❹情報発信の強化
❺ふるさと納税の活用

❶ �南海トラフ地震などの 
災害への備えの強化

❷ 防犯・交通安全の推進
❸ �住民生活を支える 

インフラ整備

❶ �町民参加による 
まちづくりの推進

❷ 共生社会の推進
❸ 人口減少対策の推進
❹環境保全対策

❶ 行財政
❷ 広報・広聴
❸ 自治体 DX の推進

町
民
と
歩
む
ま
ち
づ
く
り
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第 2 章　施策の内容

分野　　　教育

❶政策 �
　これまで佐川町が培ってきた「文教のまち」を継承しながら、学校・家庭・地域が連携して学びと郷
土愛を深めるとともに、文化・スポーツを推進していきます。

❷成果指標 �

指標名 現状（R6） 方向性（R17）

町民満足度調査
「教育環境（小中高校）が整っている」

46.6％ 基準値から増加 

町民満足度調査
「文化・芸術・芸能が盛んで誇らしい」

25.5％ 基準値から増加 

町民満足度調査
「学びたいことを学べる機会がある」

27.6％ 基準値から増加 

❸現状と課題 �

■ふるさと教育の推進により、地域の歴史や文化を学ぶ機会が充実し、子どもたちの郷土愛や
誇りが育まれています。今後も、ふるさと教育や地域との学びあいを推進し、地域に愛着を
もち、地元に定住し、地域で活躍する人材の育成を進めていくことが求められます。

■コミュニティ・スクール制度の導入により、地域全体で子どもたちを見守り育む体制が整い
つつあり、地域のつながりや子どもたちの学びの幅も広がってきています。一方で、協力者
の固定化や高齢化が進んでおり、こうした体制を充実・発展させるためには、地域と学校を
つなぐ人材を活かすことが重要です。

■佐川町立図書館「さくと」の開館により、町民が気軽に学べる環境が整い、町民の学びの機
会が広がっています。「さくと」は、生涯学習の分野だけでなく、学校教育や様々な分野との
連携、既存施設との協働の可能性が広がっており、今後、その活用による多様な取組が期待
されます。

■県立佐川高校については、関係自治体や団体と連携内容を検討していく必要があります。

1
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❹施策 �

①ふるさと教育の推進

概要
次代を担う人づくりの視点から、地域の歴史・文化・産業への理解を深め、郷土愛を
育てるため、町内の人的・文化的資源を活用したふるさと教育を推進します。

取組内容
・地域資源を活用した独自のふるさと教育
・さくとを中心とした豊かな学びの場の提供
・地域と学校との協働の推進

②魅力ある学校教育の推進

概要
かつて名教館で行われていた特色のあるレベルの高い教育を継承し、時代の変化に対
応できる未来の担い手を育んでいくため、佐川ならではの独自性のある学校教育を進め、
確かな学力の育成を目指します。

取組内容

・「さかわ未来学」の充実
・教職員力と学校力の向上
・小中の一貫性の追求と保小の連携の強化
・小学校・中学校と、佐川高校との連携強化
・子どもの教育環境の整備

③社会教育・生涯学習の充実

概要
幅広い年齢層が参加できるスポーツ・文化活動等の生涯学習の機会を充実させます。
また、既存の活動団体との連携を深め、スポーツ・文化活動の機運を高めます。

取組内容

・多種多様な生涯学習の機会と活動の場の提供 
・学びの拠点となる施設を活かした生涯学習ニーズへの対応
・スポーツ活動の推進
・伝統文化、文化芸術の担い手の育成・支援
・文化財を保護・継承する意識の醸成と活用
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分野　　　健康・福祉

❶政策 �
　誰もが健やかに過ごすことができるよう、子育てや健康づくり、医療介護などの取組や支援を進め、
地域で安心して暮らし続けられるまちづくりを推進します。

❷成果指標 �

指標名 現状（R6） 方向性（R17）

町民満足度調査
「子育て支援・補助が手厚い」

46.6％ 基準値から増加 

町民満足度調査
「介護・福祉施設のサービスが受けやすい」

24.9％ 基準値から増加 

町民満足度調査
「医療機関が充実している」

37.3％ 基準値を維持　 

❸現状と課題 �

■給食費や保育料の無償化など、経済的支援を中心に、この 10 年間で子育て支援は飛躍的に
充実しました。また、高齢者福祉や健康づくりについても、あったかふれあいセンター事業
に代表されるように、地域一体となった取組が進み、介護保険料が抑制されるなど、成果が
上がっています。障がいがある人の支援については、発達障害に対する認知度向上などもあり、
ニーズが高まる一方で、サービスの受け皿としての社会資源が不足しています。

■加速化する少子化に少しでも歯止めを掛けるため、妊娠から子育てまでの切れ目のない支援
を一層充実させ、安心して子どもを産み、育てることができる環境を整えていくことが必要
です。

■高齢化や過疎化が進む中で、個人はもちろん、地域での健康づくりや介護予防の取組は、住
み慣れた地域において健康で、その人らしい生活を続けていくためにも大変重要で、引き続き、
健康づくりや介護予防等の取組を進めていく必要があります。

■公的なサービスを維持するために、介護・医療・福祉の分野における人材確保策を講じる必
要があります。

2
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❹施策 �

①子ども・子育て支援の充実

概要
次世代を担う子どもたちを安心して、産み育てられる環境づくりを推進します。また、
子育てを地域ぐるみでサポートする体制づくり、子どもと子育て世帯にやさしい環境
づくりを進め、地域全体で子育てを後押しします。

取組内容

・まち全体で子育てする環境づくり
・ライフプランの実現に向けた環境づくり
・希望ある健やかな成長に向けた環境づくり
・すべての子育て家庭を守り支える環境づくり

②医療・介護・福祉の推進

概要
高齢者が、住み慣れた地域で生きがいを持って、自分らしい暮らしを安心して続けら
れる社会の実現を推進します。

取組内容

・いきいき健康づくりの支援
・あんしん福祉サービスの充実
・まごころ地域ケアの推進
・介護保険制度の持続可能性の確保

③健康づくりの推進

概要
誰もが健康でいきいきと活躍し続けられるよう健康づくりの活動を支援します。生活
習慣病を予防し、健康な生活を送ることができるよう、意識啓発や情報発信を強化し
ます。

取組内容

・豊かな食生活の実践
・運動機会の充実と環境づくり
・健（検）診受診の促進と生活習慣病の予防
・こころの健康づくり
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50p

④障がい児者福祉の推進

概要

障がい児者とその家族が、安心して社会生活を営むことができるよう、必要な設備の
整備やサービスの向上に取り組みます。また、教育・就労等の機会を充実させるとと
もに、障がいの有無に関わらず、一人ひとりが役割を持ち、支え合う地域社会の実現
に向けた取組を進めます。

取組内容

・日常生活を支える環境の整備
・相談支援体制の充実
・教育・就労・社会活動の機会の充実
・地域共生社会の実現に向けた環境づくり

⑤孤独・孤立・生活困窮支援の推進

概要

人口減少や高齢化の進展に加えて単身世帯が増加し、地域における人と人とのつなが
りが弱まっています。高齢者・障がい者・生活困窮者に限らず、年齢や属性を問わず
孤独や孤立によって支援を必要とする方を早期に把握し、相談につながる体制を強化
します。地域全体で支え合う環境づくりを進め、誰もが安心して暮らせる社会の実現
を目指します。

取組内容

・孤独・孤立のおそれがある町民の早期把握と相談支援体制の強化
・�集落活動センター、あったかふれあいセンター、社会福祉協議会、民生委員等との
連携による支援の推進
・居場所づくりや地域交流の促進による孤独・孤立の予防と支え合いの強化
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分野　　　産業・観光

❶政策 �
　これからの佐川町の産業を担う担い手の育成を図るとともに、地域の産業の活性化を推進します。ま
た、新たな地域資源、豊かな地域資源を発掘・活用し、町の魅力と元気を創出します。

❷成果指標 �

指標名 現状（R6） 方向性（R17）

町民満足度調査
「やりたい仕事を見つけやすい」

6.4％ 基準値から増加 

町民満足度調査
「適切な収入を得るための機会がある」

12.4％ 基準値から増加 

町民満足度調査
「景観や町並みの美しさ」

23.0％ 基準値から増加 

観光客入込数 141,495 人 基準値を維持　 

❸現状と課題 �

■町の基幹産業である農業や林業、商業等、担い手不足や後継者不足対策が大きな地域課題と
なっています。また、近年の職業選択や働き方に対する意識の変化により、多様で柔軟な雇
用環境への対応も求められています。今後は、町と関係機関が連携し、対応や支援を充実さ
せていく必要があります。

■観光分野においては、テレビドラマの効果により「植物のまち」としての認知度が高まりま
した。また、「まきのさんの道の駅・佐川」や「佐川おもちゃ美術館」といった新たな施設も
注目を集めています。さらなる魅力向上のために、自然や歴史、文化と地域資源の磨き上げ
を進めるとともに、観光協会をはじめとする関係機関との連携の強化、関係人口の増加や移住・
定住につながるような情報発信等が求められています。

3
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❹施策 �

①産業振興

概要
後継者不足、担い手不足への対応を行うとともに、佐川町での農業、林業、商工業等
がやりたい仕事として選ばれ、安定的に収入が得られる仕事となるよう、関係機関と
連携して取り組んでいきます。

取組内容

・農業基盤整備の推進
・農業の生産性及び所得向上への支援
・持続可能な森林整備による所得向上の仕組みづくり
・放置されている森林資源の一元管理と適切な森林整備の継続
・スモールビジネスや空き店舗等を活用した起業支援による商工振興

②観光振興

概要

「植物のまち」としてのブランド力を一層高めるとともに、自然や歴史、文化等の観
光素材を継続的に磨き上げます。また、観光協会や関係機関と連携しながら、新たな
ツールを活用した情報発信を行い、関係人口の増加や移住・定住につながるような取
組を行います。

取組内容

・観光協会・行政・町民が一体となった観光客受け入れ環境の整備
・「植物のまち」としての認知度のさらなる向上
・歴史的な資源や町並みの維持・管理・活用
・交流人口を拡大する取組の実施
・地域資源の磨き上げと活用

③担い手対策の推進

概要
農業・林業・商工業を推進・発展させ、未来へつなげるために、町民はもとより移住
者も含めて、担い手を確保し、後継者の育成を推進します。

取組内容

・一次産業に従事する地域おこし協力隊の雇用
・各産業分野の新規参入者への支援
・農商工の基盤継承の推進
・事業承継の推進
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④情報発信の強化

概要
町の魅力を効果的に広く伝えるため、様々なデジタルツールを活用し戦略的な情報発
信を進めます。

取組内容
・デジタルツールの積極的活用
・多言語・多様な媒体への対応
・産業と観光の一体的 PR

⑤ふるさと納税の活用

概要
ふるさと納税は、町の財源確保だけでなく、地域資源の魅力発信において重要な役割
を担っています。返礼品の開発や品質向上を支援するとともに、寄附者との交流や情
報提供を通じて、関係人口の拡大や地域経済の活性化につなげます。

取組内容

・新規返礼品の開拓とブラッシュアップ
・SNSを活用した情報発信とポータルサイトの効果的な活用
・リピーター・関係人口の拡大
・地元事業者との連携強化
・企業誘致の検討と新規事業者の開拓、育成
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分野　　　安全・安心

❶政策 �
　町民の命と財産を守るため、防災・減災対策を進めます。また、防犯や交通安全対策を強化し、誰も
が安全で安心して暮らせる環境をつくります。

❷成果指標 �

指標名 現状（R6） 方向性（R17）

町民満足度調査
「地区の防災対策がしっかりしている」

56.9％ 基準値から増加 

町民満足度調査
「防犯対策が整っており、治安がよい」

57.7％ 基準値から増加 

町民満足度調査
「公共交通機関で、好きなときに

好きなところへ移動ができる」
21.4％ 基準値から増加 

❸現状と課題 �

■近い将来、高い確率で発生が危惧されている、南海トラフ地震に対する町民の防災意識が高
まっています。建物の耐震化や老朽住宅除去事業等の取組を進めてきましたが、今後も引き
続き着実に推進するとともに、家庭内や地域における防災啓発を一層推進していく必要があ
ります。

■道路、水道、橋梁などの重要インフラについては、これまで長寿命化や耐震化に取り組んで
きましたが、安全で安心して暮らせる生活環境の維持・向上を図るため、今後も引き続き計
画的なインフラ整備を実施していく必要があります。

■地域公共交通では、さかわぐるぐるバスが地域の移動手段として定着しつつありますが、利
用者の利便性向上や、地域の実情に応じた新たな交通手段の導入も求められます。

■防犯・交通安全の分野では、通学路の安全確保や街灯の整備等を進めるとともに、交通事故
防止や犯罪抑止に向けた取組の強化が必要です。関係機関と連携しながら、地域の安全確保
のための施策を一層推進していくことが重要です。

4
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❹施策 �

①南海トラフ地震などの災害への備えの強化

概要
近い将来、高い確率で発生する南海トラフ地震や風水害による被害を最小限にするため、
住宅の耐震化や啓発活動に取り組み、地震や災害に強いまちづくりを進めます。

取組内容

・一般住宅の耐震化の促進
・上水道老朽管路の更新と耐震化
・拠点避難所の機能強化
・消防団の育成、支援
・防災施設の整備、充実
・自主防災組織の活性化
・防災訓練や防災学習会の促進

②防犯・交通安全の推進

概要
交通事故と犯罪のない、安全・安心なまちづくりのため、関係機関と連携し、道路環
境の整備や交通安全意識の啓発に努めるとともに、近年多発する特殊詐欺、悪質商法
等から消費者を保護し、被害を未然に防止する対策に取り組みます。

取組内容
・交通危険箇所の解消
・消費者保護対策の推進
・交通安全意識の普及啓発

③町民生活を支えるインフラ整備

概要
道路や水道、学校、公民館等の町民生活を支える公共財産を最適に維持管理するため、
公共財産の管理計画に基づき、インフラ整備に取り組みます。

取組内容

・道路、橋梁の長寿命化計画の推進
・水道事業経営計画の策定と推進
・水道未普及地解消の取組
・公共住宅を中心とした住環境の整備
・地域公共交通の利便性向上の推進
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分野　　　まちづくり

❶政策 �
　豊かな自然を次世代に継承しつつ、人と人とのつながりを大切にしたまちづくりを推進していきます。
また、人口減少対策に取り組み、持続可能なまちを築きます。

❷成果指標 �

指標名 現状（R6） 方向性（R17）

町民満足度調査
「リサイクルや再生可能エネルギー活用等、 

環境への取組が盛んである」
23.5％ 基準値から増加 

町民満足度調査
「地域活動（自治会・地域行事・防災活動等）への 

参加が盛んである」
36.4％ 基準値から増加 

町民満足度調査
「この地区に対して愛着を持っている」

63.9％ 基準値から増加 

人口の社会増減 ー 3人 　　± 0人　　 

❸現状と課題 �

■人口減少や少子高齢化の進行により、地域活動の担い手不足やコミュニティの維持が課題と
なっています。持続可能なまちを実現するためには、若い世代の定住促進や出生率の向上に
向けた取組とともに、多様な価値観や個性を認め合い、誰もが自分らしく安心して暮らせる
共生社会を築いていくことが求められます。

■持続可能な環境を次世代へ引き継いでいくため、再生可能エネルギーの導入や省エネルギー
の取組を推進し、ゼロカーボンシティの実現を目指すことが求められます。

5
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❹施策 �

①町民参加によるまちづくりの推進

概要
町民一人ひとりがまちづくりに主体的に関わり、地域の課題解決や魅力づくりに参加
できる社会を目指し、安心で住みやすい地域づくりを推進します。

取組内容

・協働によるまちづくりの推進
・地域活動団体の運営支援
・集落活動センターやあったかふれあいセンターの運営
・佐川高校との連携

②共生社会の推進

概要
佐川町に暮らすすべての人が互いに尊重し合い、安心して暮らせる社会を目指します。
文化や価値観の違いを理解・尊重し、多様な人々が共に生活できる環境づくりを進めます。

取組内容
・多文化共生の推進
・多様性を認め合う暮らしやすい環境づくり
・人権尊重・男女共同参画の推進

③人口減少対策の推進

概要
人口減少対策として、「若年人口の増加」「婚姻数の増加」「出生率の向上」に向けた
取組を推進します。

取組内容

・若者・子育て世帯の支援
・出会いや結婚の支援
・関係人口の拡大
・移住定住の推進
・空き家活用を含めた住環境の整備
・佐川高校の魅力化に向けた支援

④環境保全対策

概要
ゼロカーボンシティの取組を推進することで、豊かな自然環境、心地よい生活環境の
保全と地域経済発展の両立を目指し、持続可能な地域づくりを推進していきます。

取組内容

・家庭や事業所での省エネルギーの普及
・生活環境の維持保全
・再生可能エネルギーの導入促進
・森林など自然環境の適切な管理・保全の実施
・環境学習などによる意識の醸成
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分野　　　行財政

❶政策 �
　将来を見据えた健全財政を徹底し、情報共有と広報・広聴を強化します。また、組織・人材力を高め
て、町民と役場が一体となってまちづくりを進めます。

❷成果指標 �

指標名 現状（R6） 方向性（R17）

町民満足度調査
「行政は地区のことを真剣に考えていると思う」

23.1％ 基準値から増加 

町民満足度調査
「行政サービスのデジタル化が進んでいる」

12.8％ 基準値から増加 

町民満足度調査
「公共施設は使い勝手がよく便利である」

27.1％ 基準値から増加 

❸現状と課題 �

■行政に求められるニーズは多様化・高度化しており、職員研修を通じて組織の対応力や業務
の質の向上に努めてきました。今後も、人材育成の強化やDXの推進により、効率的な行政
運営と町民サービスの向上を図る必要があります。

■財政面においては、限られた財源を有効かつ適正に活用し、収支の均衡を確保するとともに、
将来を見据えた健全で安定的な行財政運営を継続していくことが求められます。

■広報紙やホームページ、SNS などを活用して町政や生活に関する情報発信を行うとともに、
懇談会などを通じて町民の声を直接聴き、地域課題の共有と解決に取り組んできました。今
後も、町民の意見を反映できる仕組みを整備し、町民参加型のまちづくりを推進していくこ
とが求められます。
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❹施策 �

①行財政

概要
自主財源に乏しい財政状況の中、地域課題や目まぐるしく変化する社会状況に対応す
るため、将来を見据えた安定的な財政運営に取り組みます。多様化する町民ニーズを
的確に把握しつつ、中長期的な財政の健全性を確保していくことが重要となります。

取組内容
・役場職員の能力強化
・将来を見据えた財政運営
・コンプライアンスの徹底

②広報・広聴

概要
広報誌やホームページ等の内容充実と利便性の向上を図り、行政と町民が情報を共有
することでまちづくりに一体となって取り組む体制を構築します。また、広聴体制を
充実させるため、地域での意見聴取の機会を継続的に実施します。

取組内容

・広報誌の充実
・広報媒体の多様化
・SNS等の活用による双方向システムの検討
・地区懇談会の開催

③自治体 DX の推進

概要
デジタル技術を活用して行政サービスの効率化・高度化と町民の利便性の向上を推進
します。

取組内容
・デジタルを活用した業務効率化	
・町民の利便性向上
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計画策定

町議会

町　長 佐川町総合計画審議会

参画

答申

諮問
報告指示

提案議決

意見反映
◆アンケート
◆ワークショップ
◆パブリックコメント

町　民

各課局

事務局
（まちづくり推進課）

　　総合計画の策定経過

1計画策定の経過

年月日 会議等 主な内容

令和 6年 6月 18日 第 1回審議会 策定について

令和 6年 11月 12日 第 2回審議会 策定方針、アンケート調査概要

令和 6年 11月 30日
〜令和 7年 1月 7日

町民アンケート

令和 6年 11月 30日
〜 12月 31日

次世代アンケート

令和 7年 2月 2日 第 1回町民ワークショップ 加茂地区

令和 7年 2月 3日 中学生ワークショップ 尾川中学校

令和 7年 2月 7日 第 1回町民ワークショップ 黒岩地区

令和 7年 2月 12日 第 1回町民ワークショップ 斗賀野地区

令和 7年 2月 13日 第 1回町民ワークショップ 尾川地区

令和 7年 2月 16日 第 1回町民ワークショップ 佐川地区

令和 7年 2月 20日 中学生ワークショップ 佐川中学校

令和 7年 2月 20日 中学生ワークショップ 加茂中学校

令和 7年 2月 27日 第 3回審議会 町民アンケートの結果報告等

令和 7年 5月 27日
〜 5月 28日

各課局ヒアリング

令和 7年 7月 25日 第 1回審議会 施策体系図、スケジュール等

令和 7年 7月 25日
〜 8月 18日

関係団体アンケート

令和 7年 8月 6日 第 2回町民ワークショップ 尾川地区

令和 7年 8月 18日 第 2回町民ワークショップ 佐川地区

令和 7年 8月 19日 第 2回町民ワークショップ 黒岩地区

令和 7年 8月 20日 第 2回町民ワークショップ 加茂地区

令和 7年 8月 21日 第 2回町民ワークショップ 斗賀野地区

令和 7年 11月 27日 第 2回審議会 総合計画（素案）

令和 7年 12月 19日
〜令和 8年 1月 5日

パブリックコメント

令和 8年 2月 5日 第 3回審議会 総合計画（案）
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計画策定

町議会

町　長 佐川町総合計画審議会

参画

答申

諮問
報告指示

提案議決

意見反映
◆アンケート
◆ワークショップ
◆パブリックコメント

町　民

各課局

事務局
（まちづくり推進課）

2計画策定の体制
　本計画は、町長の統括のもと、事務局であるまちづくり推進課が中心となり、庁内各課と連携しなが
ら策定を進めました。
　佐川町総合計画審議会では、町民の代表や有識者等が、町民アンケートやワークショップ、パブリッ
クコメント等を通じて寄せられた意見を踏まえ、計画内容について多角的な視点から審議を行いました。
　次に、本計画の策定体制を示します。
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　　佐川町総合計画審議会条例
●佐川町総合計画審議会条例
� 昭和 46年 6月 21日
� 条例第 20号

　（設置）
第 �1 条　地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 138 条の 4第 3項の規定に基づき、佐川町総合計
画審議会（以下「審議会」という。）を置く。

　（任務）
第 �2 条　審議会は、町長の諮問に応じ、本町の総合計画の策定及び実施に関して、必要な調査並びに
審議を行い、その結果を町長に答申する。

2�　審議会は、総合計画の実施の進捗状況に関して、必要があると認めるときは、町長に建議すること
ができる。
　（組織）
第 3条　審議会は、委員 20人以内をもって組織する。
2　�委員は、次に掲げる者のうちから町長が委嘱し、又は任命する。
　（1）町議会の議員　2人
　（2）町の教育長及び教育委員会の委員　1人
　（3）町農業委員会の委員　1人
　（4）町の職員　1人
　（5）町の区域内の公共的団体の役員及び職員　5人
　（6）まちづくりや地域活動の知識及び経験のある者　5人
　（7）町の自治会長会の役員　5人
　（委員の任期）
第 4条　委員の任期は、2年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。
2�　委員が委嘱され、又は任命されたときにおける当該身分を失った場合は、委員を辞したものとみなす。
3　委員の再任は、妨げない。
　（会長及び副会長）
第 5条　審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。
2　会長は、会務を総理し、審議会を代表する。
3　副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。
　（会議）
第 6条　審議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会長が議長となる。
2　会議は、委員の半数以上の出席がなければ開き、議決することができない。
3　会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところによる。
　（事務の処理）
第 7条　審議会の事務は、企画主管課で処理する。
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　（委任）
第 8条　この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、町長が定める。
　　附　則
　（施行期日）
1　この条例は、公布の日から施行する。
　（従来の条例等の廃止）
2　佐川町振興計画審議会条例（昭和 44年佐川町条例第 6号）は、廃止する。
　　附　則（昭和 58年 9月 30日条例第 25号）
　この条例は、公布の日から施行する。
　　附　則（昭和 59年 9月 28日条例第 15号）
　この条例は、公布の日から施行する。
　　附　則（平成 7年 3月 27日条例第 6号）抄
　（施行期日）
1　この条例は、平成 7年 6月 1日から施行する。
　　附　則（平成 10年 3月 27日条例第 17号）抄
　（施行期日）
1　この条例は、平成 10年 4月 1日から施行する。
　　附　則（平成 18年 3月 15日条例第 13号）
　この条例は、平成 18年 4月 1日から施行する。
　　附　則（平成 27年 3月 13日条例第 5号）
　この条例は、公布の日から施行する。
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［性別］

男性　　 女性　　 その他　　 回答したくない　　 無回答

41.9 55.6

49.7 50.3

0.5

0.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回（R６）調査
（n=439）

前回（H26）調査
（n=458）

［年齢］

10～30代　　 40代　　 50代　　 60代　　 70代以上　　 無回答     

21.2 11.4 15.9 19.1 30.5

16.6 17.2 17.5 22.7 26.0

今回（R６）調査
（n=439）

前回（H26）調査
（n=458）

0% 20% 40% 60% 80% 100%
1.8

　　佐川町総合計画審議会委員名簿
佐川町総合計画審議会、佐川町まち・ひと・しごと創生推進会議委員

氏　名 所　属 備考

委
　
員

松浦　隆起 佐川町議会

坂本　玲子 佐川町議会 任期 : 令和 7年 10月 15日まで

中村　卓司 佐川町議会 任期 : 令和 7年 11月 17日から

濵田　陽治 佐川町教育委員会

北添　正男 佐川町農業委員会

浅奥　章公 佐川町職員労働組合

大原　淑道 佐川町商工会

西森　　寿 高知県農業協同組合 佐川支所

田村　佳久 佐川町社会福祉協議会

大山　　端 さかわ観光協会

松﨑　　穣 佐川町金融団

秋谷　公博 高知県立大学地域教育研究センター

岡﨑　笑顔 佐川町男女共同参画推進委員会

川﨑　まり 黒岩いきいき応援隊

森田　有紀 あったかふれあいセンターとかの

福島　信彦 高知県産業振興推進部

西森　勝仁 佐川町自治会長会 佐川地区

田村 公孝 佐川町自治会長会 斗賀野地区

河添　周二 佐川町自治会長会 尾川地区

谷脇　正純 佐川町自治会長会 黒岩地区

保木　良史 佐川町自治会長会 加茂地区

3
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［性別］

男性　　 女性　　 その他　　 回答したくない　　 無回答

41.9 55.6

49.7 50.3

0.5

0.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回（R６）調査
（n=439）

前回（H26）調査
（n=458）

［年齢］

10～30代　　 40代　　 50代　　 60代　　 70代以上　　 無回答     

21.2 11.4 15.9 19.1 30.5

16.6 17.2 17.5 22.7 26.0

今回（R６）調査
（n=439）

前回（H26）調査
（n=458）

0% 20% 40% 60% 80% 100%
1.8

　　アンケート調査結果

1調査の概要
　総合計画第 1部、第 2章、第 2節記載のとおりです。

2回答者の基本属性
　調査結果によれば、回答者の性別は女性が 55.6％と最も多く、年齢層では 70代以上が 30.5％を占
めました。

4
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［居住地区］

佐川　　 斗賀野　　  尾川・黒岩・加茂

佐川　　 斗賀野　　 尾川　　 黒岩　　 加茂　　 無回答

54.0 21.0 8.4 7.5 7.5今回（R６）調査
（n=439）

前回（H26）調査
（n=458）

0% 20% 40% 60% 80% 100%
1.6

53.3 23.3 23.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

［職業］

会社員　　 公務員　　 商業・工業自営　　 農業・漁業　　 パート・アルバイト
専業主婦（夫）　　 学生　　 無職　　 その他　　 無回答

25.1 10.9 6.64.3 8.711.8 8.720.5

8.97.813.020.7 10.7 10.2 22.6 6.1

今回（R６）調査
（n=439）

前回（H26）調査
（n=458）

0% 20% 40% 60% 80% 100%
1.81.6

［居住歴］

生まれてからずっと佐川町に住んでいる　　 生まれは佐川町で以前町外に出たが、現在は佐川町に住んでいる
生まれは佐川町でないが現在は佐川町に住んでいる　　 生まれは佐川町だが、現在は町外に住んでいる
生まれは佐川町でなく現在も町外に住んでいる　　 無回答

23.7 26.0 48.1

41.032.023.0 3.0

今回（R６）調査
（n=439）

R2調査（n=333）

0% 20% 40% 60% 80% 100%
0.5

0.5
1.4

1.0

住みやすい 　　 どちらかといえば住みやすい　　 どちらかといえば住みにくい　　 住みにくい　　 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=439）

【性別】

男性（n=184）

女性（n=244）

【年齢別】

20代以下（n=31）

30代（n=62）

40代（n=50）

50代（n=70）

60代（n=84）

70代以上（n=134）

【地区別】

佐川（n=237）

斗賀野（n=92）

尾川（n=37）

黒岩（n=33）

加茂（n=33）

【居住年数別】

30年以上（n=220）

30年未満（n=212）

【経年比較】

今回（R6）調査（n=439）

前回（H26）調査（n=458） 29.7

24.1

21.7

27.3

24.2

15.2

16.2

29.3

25.3

27.6

20.2

24.3

26.0

27.4

16.1

20.5

30.4

24.1

57.2

54.7

55.7

55.5

60.6

66.7

62.2

52.2

53.6

53.7

57.1

54.3

52.0

58.1

61.3

56.6

53.3

54.7

11.2

10.7

13.7

7.7

3.0

9.1

5.4

13.0

12.2

6.7

15.5

12.9

10.0

11.3

12.9

11.1

10.3

10.7

1.9

2.3

2.4

2.3

3.0

5.4

1.1

2.1

0.7

4.8

2.9

2.0

6.5

2.9

1.6

2.3

8.2

6.6

7.3

12.1

6.1

10.8

4.3

6.8

11.2

2.4

5.7

10.0

3.2

3.2

9.0

4.3

8.2
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［居住地区］

佐川　　 斗賀野　　  尾川・黒岩・加茂

佐川　　 斗賀野　　 尾川　　 黒岩　　 加茂　　 無回答

54.0 21.0 8.4 7.5 7.5今回（R６）調査
（n=439）

前回（H26）調査
（n=458）

0% 20% 40% 60% 80% 100%
1.6

53.3 23.3 23.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

［職業］

会社員　　 公務員　　 商業・工業自営　　 農業・漁業　　 パート・アルバイト
専業主婦（夫）　　 学生　　 無職　　 その他　　 無回答

25.1 10.9 6.64.3 8.711.8 8.720.5

8.97.813.020.7 10.7 10.2 22.6 6.1

今回（R６）調査
（n=439）

前回（H26）調査
（n=458）

0% 20% 40% 60% 80% 100%
1.81.6

［居住歴］

生まれてからずっと佐川町に住んでいる　　 生まれは佐川町で以前町外に出たが、現在は佐川町に住んでいる
生まれは佐川町でないが現在は佐川町に住んでいる　　 生まれは佐川町だが、現在は町外に住んでいる
生まれは佐川町でなく現在も町外に住んでいる　　 無回答

23.7 26.0 48.1

41.032.023.0 3.0

今回（R６）調査
（n=439）

R2調査（n=333）

0% 20% 40% 60% 80% 100%
0.5

0.5
1.4

1.0

住みやすい 　　 どちらかといえば住みやすい　　 どちらかといえば住みにくい　　 住みにくい　　 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=439）

【性別】

男性（n=184）

女性（n=244）

【年齢別】

20代以下（n=31）

30代（n=62）

40代（n=50）

50代（n=70）

60代（n=84）

70代以上（n=134）

【地区別】

佐川（n=237）

斗賀野（n=92）

尾川（n=37）

黒岩（n=33）

加茂（n=33）

【居住年数別】

30年以上（n=220）

30年未満（n=212）

【経年比較】

今回（R6）調査（n=439）

前回（H26）調査（n=458） 29.7

24.1

21.7

27.3

24.2

15.2

16.2

29.3

25.3

27.6

20.2

24.3

26.0

27.4

16.1

20.5

30.4

24.1

57.2

54.7

55.7

55.5

60.6

66.7

62.2

52.2

53.6

53.7

57.1

54.3

52.0

58.1

61.3

56.6

53.3

54.7

11.2

10.7

13.7

7.7

3.0

9.1

5.4

13.0

12.2

6.7

15.5

12.9

10.0

11.3

12.9

11.1

10.3

10.7

1.9

2.3

2.4

2.3

3.0

5.4

1.1

2.1

0.7

4.8

2.9

2.0

6.5

2.9

1.6

2.3

8.2

6.6

7.3

12.1

6.1

10.8

4.3

6.8

11.2

2.4

5.7

10.0

3.2

3.2

9.0

4.3

8.2

3住み心地と地域の評価
① 住み心地について
　住みやすさについて「どちらかといえば住みやすい」との回答が 54.7％を占め、「住みやすい」との
回答を合わせると 78.8％に達しました。一方、「住みにくい」との回答は 2.3％にとどまりました。
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13.4

13.7

13.9

14.1

14.8

15.0

15.0

15.5

15.7

15.7

16.2

17.1

18.2

18.5

18.9

19.1

20.5

22.1

24.4

25.1

25.5

28.0

28.5

31.0

40.8

41.5

47.4

48.1

54.9

65.8

9.1

15.2

7.4

25.5

13.9

11.6

16.8

16.6

12.6

20.8

24.6

12.0

16.0

26.5

4.2

9.7

22.7

29.3

20.8

21.3

32.4

47.6

15.8

0.0

30.3

47.4

37.3

34.9

33.9

71.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

牧野富太郎

牧野公園

桜、花見

まきのさんの道の駅・佐川

酒

新高梨

青源寺

いちご

青山文庫

桜座

町並み（上町）

地質館

田中光顕

名教館

ナウマンカルスト

図書館

乗台寺

うなぎ

広井勇

坂東眞砂子

虚空蔵山

斗賀野花取り踊り

佐川文庫庫舎（旧青山文庫）

お茶

伊藤蘭林

四ッ白太刀踊り

はちきんの店

山椒餅

黒鉄ヒロシ

たらふく秋まつり

今回（R6）調査（n=439）
前回（H26）調査（n=458）

② 佐川町の自慢について
　佐川町の自慢として「牧野富太郎」が 65.8％と最も高く、「牧野公園」が 54.9％、「桜、花見」が
48.1％と続いています。

［佐川町の自慢　1］
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13.4

13.7

13.9

14.1

14.8

15.0

15.0

15.5

15.7

15.7

16.2

17.1

18.2

18.5

18.9

19.1

20.5

22.1

24.4

25.1

25.5

28.0

28.5

31.0

40.8

41.5

47.4

48.1

54.9

65.8

9.1

15.2

7.4

25.5

13.9

11.6

16.8

16.6

12.6

20.8

24.6

12.0

16.0

26.5

4.2

9.7

22.7

29.3

20.8

21.3

32.4

47.6

15.8

0.0

30.3

47.4

37.3

34.9

33.9

71.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

牧野富太郎

牧野公園

桜、花見

まきのさんの道の駅・佐川

酒

新高梨

青源寺

いちご

青山文庫

桜座

町並み（上町）

地質館

田中光顕

名教館

ナウマンカルスト

図書館

乗台寺

うなぎ

広井勇

坂東眞砂子

虚空蔵山

斗賀野花取り踊り

佐川文庫庫舎（旧青山文庫）

お茶

伊藤蘭林

四ッ白太刀踊り

はちきんの店

山椒餅

黒鉄ヒロシ

たらふく秋まつり

今回（R6）調査（n=439）
前回（H26）調査（n=458）

4.1

3.6

4.6

1.8

2.1

3.6

4.6

5.0

5.5

6.2

6.6

6.8

7.1

7.1

7.3

7.5

8.0

8.9

9.3

9.6

10.0

10.0

10.9

11.4

11.4

11.8

12.3

12.3

12.5

1.3

4.2

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.6

5.5

3.4

4.2

5.3

12.2

8.0

5.9

11.6

12.6

18.1

14.9

10.3

8.6

15.8

13.5

16.6町民プール

文殊大祭

下八川圭祐

瑞応の盆踊り

にら

森下雨村

春日川桜堤遊歩道

スポーツパークさかわ

水野龍

龍王公園

とかの集落活動センターあおぞら

あったかふれあいセンター

西谷退三

恵比寿祭

ふれあいの里尾川

不動ガ岩屋洞窟

集落活動センター加茂の里

五位山公園

集落活動センターくろいわ

土方寧

天文台

黒岩スカイライン

さかわナウマングラウンド

竹ノ倉集落聖神社の火文字

長寿大学

塩納豆

その他

特にない

無回答 今回（R6）調査（n=439）
前回（H26）調査（n=458）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

［佐川町の自慢　2］
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7.8

4.9

0.0

0.0

2.7

2.7

4.0

8.0

6.8

3.8

6.3

9.5

9.5

9.7

9.3

14.8

19.8

12.9

19.6

17.9

23.6

13.7

29.1

38.2

64.3

3.9

11.2

1.8

1.8

2.1

2.3

4.1

5.0

5.0

5.2

5.2

5.7

6.4

6.8

7.1

10.7

12.5

14.4

14.4

14.4

17.8

23.0

27.8

37.4

59.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

緑や水などの自然

日常の買い物

ゴミ処理対策

景観や町並みの美しさ

こどもを育てる環境

病院診療所への通院

通勤通学の便利さ

文化に親しむ環境

鉄道・バスなどの公共交通機関

上水道や井戸水対策

道路の整備

消防などの防火対策

し尿処理対策

スポーツ健康づくり

下水道や生活排水対策

こどもの遊び場の安全

通勤通学の安全

学校等の教育

地震などの防災対策

情報通信環境

環境・公害対策

防犯対策

その他

特にない

無回答

今回（R6）調査（n=439）
前回（H26）調査（n=458）

道路の整備

鉄道・バスなどの公共交通機関

日常の買い物

下水道や生活排水対策

病院診療所への通院

地震などの防災対策

通勤通学の安全

こどもの遊び場の安全

通勤通学の便利さ

防犯対策

学校等の教育

情報通信環境

し尿処理対策

こどもを育てる環境

環境・公害対策

上水道や井戸水対策

スポーツ健康づくり

緑や水などの自然

景観や町並みの美しさ

文化に親しむ環境

消防などの防火対策

ゴミ処理対策

その他

特にない

無回答

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

6.4

19.1

3.0

3.2

3.4

3.4

4.3

4.3

6.2

6.8

7.7

7.7

8.4

9.6

9.6

10.9

10.9

12.1

12.5

12.8

14.8

15.5

17.5

19.8

29.2

0.0

16.9

0.0

6.4

3.5

6.4

3.9

2.9

4.2

7.7

5.3

9.2

8.1

12.5

10.5

10.3

7.7

17.8

14.3

9.9

16.7

17.8

21.9

16.0

34.4

今回（R6）調査（n=439）
前回（H26）調査（n=458）

③ 生活環境について
■満足していること
　生活環境の満足点として「緑や水などの自然」が59.5％と最も高く、「日常の買い物」が37.4％、
「ゴミ処理対策」が 27.8％と続いています。
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7.8

4.9

0.0

0.0

2.7

2.7

4.0

8.0

6.8

3.8

6.3

9.5

9.5

9.7

9.3

14.8
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環境・公害対策

防犯対策

その他

特にない

無回答

今回（R6）調査（n=439）
前回（H26）調査（n=458）
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通勤通学の便利さ
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学校等の教育

情報通信環境

し尿処理対策

こどもを育てる環境

環境・公害対策

上水道や井戸水対策

スポーツ健康づくり

緑や水などの自然

景観や町並みの美しさ

文化に親しむ環境

消防などの防火対策

ゴミ処理対策

その他

特にない

無回答
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0.0

16.9
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6.4

3.5

6.4

3.9
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7.7
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8.1
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9.9
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21.9

16.0

34.4

今回（R6）調査（n=439）
前回（H26）調査（n=458）

■不満に感じていること
　一方、不満点としては、「道路の整備」が 29.2％と最も高く、「鉄道・バスなどの公共交通機関」
が 19.8％、「日常の買い物」が 17.5％と続いています。
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非常にあてはまる　　  ある程度あてはまる　　  どちらともいえない　　  あまりあてはまらない　　  全くあてはまらない 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①医療機関が充実している（n=400）

②介護・福祉施設のサービスが受けやすい（n=392）

③日常の買い物にまったく不便がない（n=400）

④飲食を楽しめる場所が充実している（n=401）

⑤自宅には、心地のいい居場所がある（n=398）

⑥自宅の近辺で、騒音に悩まされることはない（n=402）

⑦適度な費用で住居を確保できる（n=380）

⑧公共交通機関で、好きなときに好きなところへ移動ができる（n=397）

⑨楽しい時間を過ごせる娯楽施設がある（n=401）

⑩子育て支援・補助が手厚い（n=374）

⑪こどもたちがいきいきと暮らせる（n=378）

⑫教育環境（小中高校）が整っている（n=380）

⑬通学しやすい場所に学校がある（n=382）

⑭行政は地区のことを真剣に考えていると思う（n=390）

⑮公共施設は使い勝手がよく便利である（n=394）

⑯行政サービスのデジタル化が進んでいる（n=384）

⑰仕事や日常生活の場でデジタルサービスを利用しやすい（n=382）

⑱地区の雰囲気は、自分にとって心地よい（n=394）

⑲まちなか、公園、川沿い等で心地よく歩ける場所がある（n=399）

⑳自慢できる都市景観がある（n=392）

㉑自慢できる自然景観がある（n=397）

㉒身近に自然を感じることができる（n=397）

㉓空気や水は澄んでいてきれいだと感じる（n=399）

㉔リサイクルや再生可能エネルギー活用等、環境への取組が盛んである（n=391）

㉕地区の防災対策がしっかりしている（n=392）

㉖防犯対策が整っており、治安がよい（n=391）

㉗歩道や信号が整備されていて安心である（n=390） 3.6
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非常にあてはまる　　  ある程度あてはまる　　  どちらともいえない　　  あまりあてはまらない　　  全くあてはまらない 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①同じ地区に住む人たちを信頼している（n=399）

　

③困ったときに相談できる人が身近にいる（n=401）

④同じ地区の人が困っていたら手助けをする（n=399）

⑤この地区に対して愛着を持っている（n=399）

 

⑦見知らぬ他者であっても信頼する（n=398）

　

⑨女性が活躍しやすい雰囲気がある（n=393）

⑩若者が活躍しやすい雰囲気がある（n=393）

⑥この地区には、どんな人の意見でも
受け入れる雰囲気がある（n=397）

②地域活動（自治会・地域行事・防災活動等）
への参加が盛んである（n=398）

⑧同じ地区の人が自分をどう思って
いるかが気になる（n=398）

⑪自分だけでなく、身近なまわりの人も
楽しい気持ちでいると思う（n=392）

1.5

1.8

2.0

0.8

1.3

3.0

14.5

11.3

11.7

4.5

9.5

20.4

11.2

18.6

12.8

13.8

20.2

48.9
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5.9
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16.3

6.8

4.0

1.0

4.5

3.8

2.0

4暮らしやすさの幸福度
① 生活環境の満足度について
　生活環境に関することで「非常にあてはまる」の割合をみると、〈㉒身近に自然を感じることができる〉
が 40.8％と最も高く、〈㉓空気や水は澄んでいてきれいだと感じる〉が 35.1％と続いています。
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非常にあてはまる　　  ある程度あてはまる　　  どちらともいえない　　  あまりあてはまらない　　  全くあてはまらない 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①医療機関が充実している（n=400）

②介護・福祉施設のサービスが受けやすい（n=392）

③日常の買い物にまったく不便がない（n=400）

④飲食を楽しめる場所が充実している（n=401）

⑤自宅には、心地のいい居場所がある（n=398）

⑥自宅の近辺で、騒音に悩まされることはない（n=402）

⑦適度な費用で住居を確保できる（n=380）

⑧公共交通機関で、好きなときに好きなところへ移動ができる（n=397）

⑨楽しい時間を過ごせる娯楽施設がある（n=401）

⑩子育て支援・補助が手厚い（n=374）

⑪こどもたちがいきいきと暮らせる（n=378）

⑫教育環境（小中高校）が整っている（n=380）

⑬通学しやすい場所に学校がある（n=382）

⑭行政は地区のことを真剣に考えていると思う（n=390）

⑮公共施設は使い勝手がよく便利である（n=394）

⑯行政サービスのデジタル化が進んでいる（n=384）

⑰仕事や日常生活の場でデジタルサービスを利用しやすい（n=382）

⑱地区の雰囲気は、自分にとって心地よい（n=394）

⑲まちなか、公園、川沿い等で心地よく歩ける場所がある（n=399）

⑳自慢できる都市景観がある（n=392）

㉑自慢できる自然景観がある（n=397）

㉒身近に自然を感じることができる（n=397）

㉓空気や水は澄んでいてきれいだと感じる（n=399）

㉔リサイクルや再生可能エネルギー活用等、環境への取組が盛んである（n=391）

㉕地区の防災対策がしっかりしている（n=392）

㉖防犯対策が整っており、治安がよい（n=391）

㉗歩道や信号が整備されていて安心である（n=390） 3.6

1.5

1.0

2.0
35.1

40.8

14.4

4.8

15.3

11.2

1.6

1.3

1.0
2.1

8.1

7.1

4.5

3.5

0.2

2.3
7.1

32.6

30.9

1.5
14.5

3.6

2.8

20.5

26.3

20.4

21.5

45.1

46.9

50.1

29.1

49.1

44.2

10.5

11.5

26.1

21.0

35.3

39.5

34.1

21.4

7.7

19.1

28.4

30.6

49.0

14.7

36.8

29.3

34.5

44.1

56.3

63.3

57.8

15.3

9.8

24.7

40.1

23.3

34.3

56.8

61.7

47.7

48.7

36.9

37.9

48.1

57.0

31.4

26.7

47.1

17.7

14.8

29.4

24.0

52.3

31.3

24.4

13.0

12.0

14.8

3.5

2.0
7.8

18.6

8.5

7.6

21.2

18.2

19.5

20.0

14.9

12.6

10.6

13.4

36.7

34.0

11.3

12.4

4.5

36.7

19.0

13.0

25.0

7.4

2.8

3.3
3.8
1.0

0.5

3.0
7.4

3.8

2.8
9.9

7.3

5.6

8.2

4.7

2.9

2.6
4.8

23.9

17.9

6.1

6.7

0.8
17.7

5.8

1.8
6.5

非常にあてはまる　　  ある程度あてはまる　　  どちらともいえない　　  あまりあてはまらない　　  全くあてはまらない 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①同じ地区に住む人たちを信頼している（n=399）

　

③困ったときに相談できる人が身近にいる（n=401）

④同じ地区の人が困っていたら手助けをする（n=399）

⑤この地区に対して愛着を持っている（n=399）

 

⑦見知らぬ他者であっても信頼する（n=398）

　

⑨女性が活躍しやすい雰囲気がある（n=393）

⑩若者が活躍しやすい雰囲気がある（n=393）

⑥この地区には、どんな人の意見でも
受け入れる雰囲気がある（n=397）

②地域活動（自治会・地域行事・防災活動等）
への参加が盛んである（n=398）

⑧同じ地区の人が自分をどう思って
いるかが気になる（n=398）

⑪自分だけでなく、身近なまわりの人も
楽しい気持ちでいると思う（n=392）
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② 人間関係の満足度について
　人間関係に関することで「非常にあてはまる」の割合をみると、〈⑤この地区に対して愛着を持って
いる〉が 14.5％と最も高く、〈③困ったときに相談できる人が身近にいる〉が 11.7％、〈④同じ地区の
人が困っていたら手助けをする〉が 11.3％と続いています。
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非常にあてはまる　　 ある程度あてはまる　　 どちらともいえない　　 あまりあてはまらない　　 全くあてはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分のことを好ましく感じる（n=400）

②身体的に健康な状態である（n=400）

③精神的に健康な状態である（n=399）

④文化・芸術・芸能が盛んで誇らしい（n=397）

　

⑥学びたいことを学べる機会がある（n=395）

⑦やりたい仕事を見つけやすい（n=395）

⑧適切な収入を得るための機会がある（n=394）

⑩得意としていることがある（n=399）

⑫人を喜ばせることが好きだ（n=398）

⑬いろいろなことに感謝するほうだ（n=400）

　

⑯自分と他人をあまり比べないほうだ（n=402）

　

⑲自分は安全な生活を送っていると思う（n=400） 14.5
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3.5

6.0

2.8

⑤将来生まれてくる世代のために、
良い環境や文化を残したい（n=396）

⑨新たなことに挑戦・成長する
ための機会がある（n=394）

⑪何か、目的・目標を持ってやって
いることがある（n=398）

⑭今抱えている問題はだいたい
なんとかなると思う（n=400）

⑮失敗や嫌なことに対し、あまり
くよくよしない（n=399）

⑱現在の暮らしや、自分の将来への
不安は少ない方だ（n=401）

⑰他人の目を気にせずに、自分がやるべき
だと思うことはやる（n=401）
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③ 自分らしい生き方について
　自分らしい生き方に関することで「非常にあてはまる」の割合をみると、〈⑤将来生まれてくる世代
のために、良い環境や文化を残したい〉が 35.4%と最も高く、〈⑬いろいろなことに感謝するほうだ〉
が 17.0%、〈⑲自分は安全な生活を送っていると思う〉が 14.5%と続いています。
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非常にあてはまる　　 ある程度あてはまる　　 どちらともいえない　　 あまりあてはまらない　　 全くあてはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分のことを好ましく感じる（n=400）

②身体的に健康な状態である（n=400）

③精神的に健康な状態である（n=399）

④文化・芸術・芸能が盛んで誇らしい（n=397）

　

⑥学びたいことを学べる機会がある（n=395）

⑦やりたい仕事を見つけやすい（n=395）

⑧適切な収入を得るための機会がある（n=394）

⑩得意としていることがある（n=399）

⑫人を喜ばせることが好きだ（n=398）

⑬いろいろなことに感謝するほうだ（n=400）

　

⑯自分と他人をあまり比べないほうだ（n=402）

　

⑲自分は安全な生活を送っていると思う（n=400） 14.5

7.0

13.0

12.4

6.8

8.0

17.0

12.1

10.1

7.3

1.3

2.5

1.3

3.3

35.4

3.8

11.0

10.8

5.8

51.3

27.7

44.4

34.6

34.8

44.8

53.8

47.0

40.5

32.3

11.9

9.9

5.1

24.3

44.4

21.7

52.6

51.3

38.0

25.8

35.4

32.4

34.8

37.8

34.5

25.5

33.4

32.4

40.1

45.2

36.0

44.1

51.1

16.4

56.7

24.3

20.8

45.8

5.8

20.9

8.2

13.9

16.3

9.5

3.0

5.3

10.3

14.5

28.4

34.8

32.9

15.9

3.3

12.3

8.5

11.3

7.8

2.8

9.0

2.0

4.2

4.3

3.3

0.8

2.3

6.8

5.8

13.2

16.8

16.7

5.3

0.5

5.5

3.5

6.0

2.8

⑤将来生まれてくる世代のために、
良い環境や文化を残したい（n=396）

⑨新たなことに挑戦・成長する
ための機会がある（n=394）

⑪何か、目的・目標を持ってやって
いることがある（n=398）

⑭今抱えている問題はだいたい
なんとかなると思う（n=400）

⑮失敗や嫌なことに対し、あまり
くよくよしない（n=399）

⑱現在の暮らしや、自分の将来への
不安は少ない方だ（n=401）

⑰他人の目を気にせずに、自分がやるべき
だと思うことはやる（n=401）

4.8
3.5

24.6
25.4

15.3
14.8

4.3
4.5

1.0
1.5

0.30点（とても不幸）
1点
2点
3点
4点
5点
6点
7点
8点
9点

10点（とても幸せ）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

全体（n=398）

6.5
7.7

18.9
22.8

14.4
16.6

4.7
4.7

1.7
1.5

0.50点（とても不満足）
1点
2点
3点
4点
5点
6点
7点
8点
9点

10点（とても満足）

0% 5% 10% 15% 20% 25%

全体（n=403）

④ 暮らしの幸福度について
　佐川町での暮らしをどの程度「幸せ」だと感じているかについては、「7点」が 25.4% と最も高く
なっています。

⑤ 暮らしの満足度について
　現在住んでいる地区での暮らしにどの程度「満足」しているかについては、「7点」が 22.8% と最
も高くなっています。

⑥ 地区の人々の幸福度について
　地区の人々は、大体において、どれぐらい「幸せ」だと思うかについては、「5点」が 28.3% と最
も高くなっています。

1.5
3.0

15.2
25.3

16.2
28.3

5.8
3.8

0.0
0.8
0.30点（とても不幸）

1点
2点
3点
4点
5点
6点
7点
8点
9点

10点（とても幸せ）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

全体（n=396）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

私は現在、幸せである

私は現在、経済的に余裕がある

私は現在、時間的に余裕がある

私の現在の生活は楽しい

私は現在の生活に満足している

私は現在、健康である

私は現在、精神的にゆとりがある

　

私の家族の人間関係は充実している

　

私は佐川町に愛着がある

私は佐川町に誇りを持っている

今回（R6）調査（n=439）
R2調査（n=333）

52.5

64.8

58.1

70.5

56.1

51.8

63.6

56.8

60.7

45.4

35.9

75.0

45.3

58.6

47.1

58.6

45.3

40.8

50.2

45.9

49.5

43.5

26.1

59.2

私は現在、仕事（家事や地域活動
なども含む）へのやる気がある

私の家族以外の人間関係（仕事、学校、
趣味等）は充実している

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　目標を持って頑張る人を応援する地域性、風土

助け合いや感謝の気持ちを大切にする地域性、風土

人間関係が豊かで、挨拶や笑顔あふれる地域性、風土

挑戦することを応援し、失敗を許容する地域性、風土

楽観的、前向きな地域性、風土

人と違うこと、個性を大切にする地域性、風土

　

食べものや、住まいには困らない地域性、風土

身の危険を感じず、安全に暮らせる地域性、風土

自分の好きなこと、得意なことに
熱中している人が多い地域性、風土

よそもの、若者、マイノリテイなど
多様な人を受け入れる地域性、風土

今回（R6）調査（n=439）
前回（H26）調査（n=458）

60.8

50.8

30.9

18.2

26.4

20.0

42.2

39.4

27.9

37.1

54.2

46.8

19.1

7.6

17.4

9.5

39.5

34.2

13.0

28.6

全体（n=439）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

10.5
36.9

1.6
4.8
6.6
8.7
9.1
9.8

14.8
15.0

19.8
28.5町内会・自主防災組織の活動

祭や運動会などのイベント
PTAや学校行事での手伝い・ボランティアなど

身近な道路や公園などの清掃活動
スポーツや健康づくりの活動

高齢者や障害者への手助けや交流などの活動
こども会・婦人会・老人クラブの活動

文化・芸術活動
交通安全や防犯などの地区の安全活動

その他
特にない
無回答

全体（n=439）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

13.4

3.2

14.1

21.0

27.8

30.1

40.8

46.5

47.6病院や診療所での予約や診察

役場の手続き

商店や飲食店での支払い

公共交通機関の運賃の支払い

役場の広報や回覧板の配布

公共施設の利用予約

　

その他

無回答

特に対面での手続きや現金での支払い
などを残すべきだと思う分野はない

今後も同じくらいの頻度で参加したい　　 今後は参加頻度を増やしたい　　 今後は参加頻度を減らしたい　　 わからない　　 無回答

47.6 9.1 10.8 10.8 21.6全体（n=231）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑦ 自身の幸福度について
　上述④ ~⑥の設問内容と一部重複する点はありますが、令和 2（2020）年に実施した町民アンケ
ートの関連設問との比較・検討することを考慮し、自身の幸福度に関する設問も設けました。
　自身の幸福度について、〈私は現在、幸せである〉が 75.0%と最も高く、〈私の家族の人間関係は充
実している〉が 70.5%と続いています。
　経年比較では、すべての項目で前回調査よりも該当割合が高くなっています。

⑧ 佐川町の地域性、風土について
　佐川町の地域性、風土について、〈身の危険を感じず、安全に暮らせる地域性、風土〉が 60.8% と
最も高く、〈食べものや、住まいには困らない地域性、風土〉が 50.8%と続いています。
　経年比較では、すべての項目で前回調査よりも該当割合が高くなっています。

※左記の割合は、
アンケート項目の
「非常にあてはまる」と
「ある程度あてはまる」
の合計割合です。

※左記の割合は、
アンケート項目の
「非常にあてはまる」と
「ある程度あてはまる」
の合計割合です。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　目標を持って頑張る人を応援する地域性、風土

助け合いや感謝の気持ちを大切にする地域性、風土

人間関係が豊かで、挨拶や笑顔あふれる地域性、風土

挑戦することを応援し、失敗を許容する地域性、風土

楽観的、前向きな地域性、風土

人と違うこと、個性を大切にする地域性、風土

　

食べものや、住まいには困らない地域性、風土

身の危険を感じず、安全に暮らせる地域性、風土

自分の好きなこと、得意なことに
熱中している人が多い地域性、風土

よそもの、若者、マイノリテイなど
多様な人を受け入れる地域性、風土

今回（R6）調査（n=439）
前回（H26）調査（n=458）

60.8

50.8

30.9

18.2

26.4

20.0

42.2

39.4

27.9

37.1

54.2

46.8

19.1

7.6

17.4

9.5

39.5

34.2

13.0

28.6

全体（n=439）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

10.5
36.9

1.6
4.8
6.6
8.7
9.1
9.8

14.8
15.0

19.8
28.5町内会・自主防災組織の活動

祭や運動会などのイベント
PTAや学校行事での手伝い・ボランティアなど

身近な道路や公園などの清掃活動
スポーツや健康づくりの活動

高齢者や障害者への手助けや交流などの活動
こども会・婦人会・老人クラブの活動

文化・芸術活動
交通安全や防犯などの地区の安全活動

その他
特にない
無回答

全体（n=439）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

13.4

3.2

14.1

21.0

27.8

30.1

40.8

46.5

47.6病院や診療所での予約や診察

役場の手続き

商店や飲食店での支払い

公共交通機関の運賃の支払い

役場の広報や回覧板の配布

公共施設の利用予約

　

その他

無回答

特に対面での手続きや現金での支払い
などを残すべきだと思う分野はない

今後も同じくらいの頻度で参加したい　　 今後は参加頻度を増やしたい　　 今後は参加頻度を減らしたい　　 わからない　　 無回答

47.6 9.1 10.8 10.8 21.6全体（n=231）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5まちづくりへの意識
① 町内活動への参加について
　町内活動への参加状況について、「町内会・自主防災組織の活動」が 28.5%と最も高く、「祭や運動
会などのイベント」が 19.8%、「PTAや学校行事での手伝い・ボランティアなど」が 15.0%と続いて
います。なお、「特にない」は 36.9%となっています。

　町内活動への参加状況について、「特にない」以外を回答した方に、今後、参加を続けたいかを尋ね
たところ、「今後も同じくらいの頻度で参加したい」が 47.6%と最も高く、「今後は参加頻度を減らし
たい」と「わからない」が、それぞれ 10.8%と続いています。

② デジタル化に関する意識について
　今後、町内のデジタル化が進むことを前提に、対面手続きや現金支払いを残すべき分野について尋ね
たところ、「病院や診療所での予約や診察」が 47.6% と最も高く、「役場の手続き」が 46.5%、「商店
や飲食店での支払い」が 40.8%と続いています。
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佐川町内の、現在住んでいる場所　　 佐川町内の、現在とは別の場所　　 高知県内の、他の市町村
首都圏・名古屋圏・関西圏　　 首都圏・名古屋圏・関西圏以外の高知県外の市町村　　 わからない　　 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=439）

【性別】
男性（n=184）
女性（n=244）

【年齢別】
20代以下（n=31）
30代（n=62）
40代（n=50）
50代（n=70）
60代（n=84）

70代以上（n=134）

【地区別】
佐川（n=237）
斗賀野（n=92）
尾川（n=37）
黒岩（n=33）
加茂（n=33）

【居住年数別】
30年以上（n=220）
30年未満（n=212） 49.5

75.0

69.7

69.7

67.6

62.0

59.9

73.9

75.0

68.6

58.0

41.9

12.9

59.8

65.2

62.6

9.09.0

4.1

3.0

5.4

6.5

8.0

3.0

1.2

5.7

8.0

12.9

22.6

7.4

5.4

6.4

5.7

1.4

3.0

3.0

2.7

2.2

4.6

0.7

4.8

2.9

4.0

4.8

12.9

3.3

4.3

3.6

0.9

0.5

2.7

0.8

1.4

1.6
3.2

1.6
0.7

2.8

3.0

1.1

1.7

0.7

1.4
2.0

1.6
6.5

0.4

2.2
1.4

14.2　

5.9

9.1

12.1

5.4

7.6

11.4

7.5

8.3

2.9

16.0

16.1

16.1

11.9

7.6

10.0

17.9

13.2

15.2

12.1

16.2

20.7

13.5

14.2

10.7

17.1

12.0

21.0

25.8

17.2

13.6

15.3

0.0　

0.0

0.0

12.4

6.4

14.7

16.0

17.5

10.0

12.2

19.9

13.0

18.6

18.8

17.9

18.8

10.3

19.9

20.7

20.5

16.2

17.3

20.7

18.8

19.9

20.1

19.2

21.2

37.2

23.5

31.4

34.2

36.5

45.5

41.5

64.1

54.9
0.0

40.2

64.7

11.2

2.7

3.2

1.6

2.1

3.0

3.2

3.4

3.9

3.9

3.9

4.3

4.3

4.3

4.8

4.8

5.0

5.2

5.5

5.9

6.2

7.5

7.7

8.4

8.7

9.3

9.8

10.7

11.2

12.3

12.5

13.0

19.4

21.9

25.7

28.5

29.6

30.8

30.8

35.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

企業誘致、雇用の確保
地震などの防災対策
少子化や人口減少
高齢者福祉施策
若者の定住対策
保健、医療対策
農林業の振興

学校教育の充実
心身障害者、児童、母子などの福祉施策

観光の振興
道路交通網の整備
商工業の振興

環境対策（ごみ処理や温暖化など）
下水道の整備
自然保護対策
防犯、風紀対策

ゴミ、リサイクル対策
教育施設の充実

コミュニティの活性化対策
公営住宅などの居住環境の整備

交通安全対策
生活排水対策

町の景観づくり
上水道の整備

スポーツの振興
生涯学習の充実
地域文化の振興
行政のスリム化

情報化社会への対応（まちのデジタル化）
青少年育成対策

消防などの防火対策
市街地の整備や開発

情報公開
消費者保護対策
町外、国外交流
人権啓発の充実

男女共同参画社会の実現
その他

特にない
無回答

今回（R6）調査（n=439）
前回（H26）調査（n=458）

特に不安や懸念を感じることはない

移住者とうまく付き合えるかわからない

　

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

全体（n=439）

移住者が、地区のルールを守って
くれないかもしれない

移住者が増えると、地区の伝統や
常識が崩れるかもしれない

10.3

1.4

8.7

11.4

15.9

64.9

③ 町の未来像について
■ 10 年後の居住場所について
　10年後の居住場所について、「佐川町内の、現在住んでいる場所」が 62.6％と最も高く、「わか
らない」が 15.3％、「佐川町内の、現在とは別の場所」が 6.4％と続いています。

■転入者増加への不安や懸念について
　今後、佐川町に町外からの転入者が増えることに対して、不安や懸念を感じるかについて、「特に
不安や懸念を感じることはない」が 64.9%と最も高く、「移住者が、地区のルールを守ってくれな
いかもしれない」が15.9%、「移住者とうまく付き合えるかわからない」が11.4%と続いています。
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佐川町内の、現在住んでいる場所　　 佐川町内の、現在とは別の場所　　 高知県内の、他の市町村
首都圏・名古屋圏・関西圏　　 首都圏・名古屋圏・関西圏以外の高知県外の市町村　　 わからない　　 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=439）

【性別】
男性（n=184）
女性（n=244）

【年齢別】
20代以下（n=31）
30代（n=62）
40代（n=50）
50代（n=70）
60代（n=84）

70代以上（n=134）

【地区別】
佐川（n=237）
斗賀野（n=92）
尾川（n=37）
黒岩（n=33）
加茂（n=33）

【居住年数別】
30年以上（n=220）
30年未満（n=212） 49.5

75.0

69.7

69.7

67.6

62.0

59.9

73.9

75.0

68.6

58.0

41.9

12.9

59.8

65.2

62.6

9.09.0

4.1

3.0

5.4

6.5

8.0

3.0

1.2

5.7

8.0

12.9

22.6

7.4

5.4

6.4

5.7

1.4

3.0

3.0

2.7

2.2

4.6

0.7

4.8

2.9

4.0

4.8

12.9

3.3

4.3

3.6

0.9

0.5

2.7

0.8

1.4

1.6
3.2

1.6
0.7

2.8

3.0

1.1

1.7

0.7

1.4
2.0

1.6
6.5

0.4

2.2
1.4

14.2　

5.9

9.1

12.1

5.4

7.6

11.4

7.5

8.3

2.9

16.0

16.1

16.1

11.9

7.6

10.0

17.9

13.2

15.2

12.1

16.2

20.7

13.5

14.2

10.7

17.1

12.0

21.0

25.8

17.2

13.6

15.3

0.0　

0.0

0.0

12.4

6.4

14.7

16.0

17.5

10.0

12.2

19.9

13.0

18.6

18.8

17.9

18.8

10.3

19.9

20.7

20.5

16.2

17.3

20.7

18.8

19.9

20.1

19.2

21.2

37.2

23.5

31.4

34.2

36.5

45.5

41.5

64.1

54.9
0.0

40.2

64.7

11.2

2.7

3.2

1.6

2.1

3.0

3.2

3.4

3.9

3.9

3.9

4.3

4.3

4.3

4.8

4.8

5.0

5.2

5.5

5.9

6.2

7.5

7.7

8.4

8.7

9.3

9.8

10.7

11.2

12.3

12.5

13.0

19.4

21.9

25.7

28.5

29.6

30.8

30.8

35.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

企業誘致、雇用の確保
地震などの防災対策
少子化や人口減少
高齢者福祉施策
若者の定住対策
保健、医療対策
農林業の振興

学校教育の充実
心身障害者、児童、母子などの福祉施策

観光の振興
道路交通網の整備
商工業の振興

環境対策（ごみ処理や温暖化など）
下水道の整備
自然保護対策
防犯、風紀対策

ゴミ、リサイクル対策
教育施設の充実

コミュニティの活性化対策
公営住宅などの居住環境の整備

交通安全対策
生活排水対策

町の景観づくり
上水道の整備

スポーツの振興
生涯学習の充実
地域文化の振興
行政のスリム化

情報化社会への対応（まちのデジタル化）
青少年育成対策

消防などの防火対策
市街地の整備や開発

情報公開
消費者保護対策
町外、国外交流
人権啓発の充実

男女共同参画社会の実現
その他

特にない
無回答

今回（R6）調査（n=439）
前回（H26）調査（n=458）

特に不安や懸念を感じることはない

移住者とうまく付き合えるかわからない

　

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

全体（n=439）

移住者が、地区のルールを守って
くれないかもしれない

移住者が増えると、地区の伝統や
常識が崩れるかもしれない

10.3

1.4

8.7

11.4

15.9

64.9

■今後 10 年間で力を入れて欲しい施策分野について
　今後の行政施策の優先分野としては、「企業誘致、雇用の確保」が 35.1％と最も高く、「地震な
どの防災対策」と「少子化や人口減少」が、それぞれ 30.8％と続いています。
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全体（n=289）

【性別】

男性（n=149）

女性（n=129）

【年齢別】

15歳以下（n=268）

16歳以上（n=21）

【地区別】

佐川（n=183）

斗賀野（n=39）

尾川（n=9）

黒岩（n=20）

加茂（n=38）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住みやすい　　  どちらかといえば住みやすい　　  どちらかといえば住みにくい　　  住みにくい　　  無回答

50.0

35.0

44.4

33.3

27.3

23.8

32.8

31.0

33.6

32.2

39.5

30.0

33.3

51.3

36.6

42.9

38.1

41.1

36.9

38.4

5.3

20.0

11.1

12.8

19.7

19.0

16.4

17.8

14.8

16.6

2.6

10.0

11.1

9.3

9.5

7.1

7.0

7.4

7.3

2.6

5.0

2.6

7.1

4.8

5.6

3.1

7.4

5.5

6若年層の意識
　次世代（中高生）の調査については、以下のような結果が得られました。

① 住み心地について
　住み心地について、「どちらかといえば住みやすい」が38.4％と最も高く、「住みやすい」が32.2％、
「どちらかといえば住みにくい」が 16.6％と続いています。「どちらかといえば住みやすい」と「住み
やすい」を合わせた『佐川町は住みやすい』は 70.6％となっています。一方、「住みにくい」と「どち
らかといえば住みにくい」を合わせた『佐川町は住みにくい』は 23.9％となっています。
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4.2
7.6
8.3

1.7
1.7
2.1
2.4
2.8
2.8
3.5
3.8
3.8
4.5
4.8
5.2
5.2
5.9
6.2
6.2
6.2
6.9
6.9
7.3
8.0
8.0
8.3
8.3
9.3
11.4
11.4
11.8
11.8
12.1
12.8
12.8
13.5
13.5
13.8
14.2
15.6
15.9
16.3
17.0
17.0
18.3
19.7

23.5
23.9
24.6
26.0
26.3
27.0
28.7

32.2
34.6
36.0

45.3
51.9

59.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

牧野公園
牧野富太郎

まきのさんの道の駅・佐川
地質館
桜、花見

酒
桜座

いちご
ナウマンカルスト

図書館
名教館

文殊大祭
新高梨

たらふく秋まつり
青山文庫

町民プール
青源寺
うなぎ

伊藤蘭林
にら

斗賀野花取り踊り
お茶

五位山公園
町並み（上町）

スポーツパークさかわ
さかわナウマングラウンド
集落活動センター加茂の里

虚空蔵山
不動ガ岩屋洞窟

佐川文庫庫舎（旧青山文庫）
田中光顕

四ッ白太刀踊り
乗台寺

あったかふれあいセンター
はちきんの店

龍王公園
黒岩スカイライン
瑞応の盆踊り

とかの集落活動センターあおぞら
ふれあいの里尾川

恵比寿祭
水野龍
天文台

森下雨村
広井勇

竹ノ倉集落聖神社の火文字
集落活動センターくろいわ

山椒餅
下八川圭祐

春日川桜堤遊歩道
坂東眞砂子
黒鉄ヒロシ
西谷退三
長寿大学
塩納豆
土方寧
その他
特にない
無回答 全体（n=289）

② 佐川町の自慢について
　次世代の住民が考える佐川町の自慢は、「牧野公園」が59.9％と最も高く、「牧野富太郎」が51.9％、
「まきのさんの道の駅・佐川」が 45.3％と続いています。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

全体（n=289）
4.8

11.4
1.4

8.0
8.7
9.7
10.0
10.4
10.7
12.8
13.1
14.2
14.5
16.3
17.0
17.0
17.3
18.3
19.7
21.5
25.3
25.6
27.3

35.3
76.5緑や水などの自然

景観や町並みの美しさ
学校等の教育
日常の買い物

文化に親しむ環境
こどもを育てる環境
通勤通学の安全

こどもの遊び場の安全
通勤通学の便利さ
スポーツ健康づくり

防犯対策
環境・公害対策

地震などの防災対策
病院診療所への通院
消防などの防火対策

道路の整備
鉄道・バスなどの公共交通機関

下水道や生活排水対策
上水道や井戸水対策

情報通信環境
ゴミ処理対策
し尿処理対策

その他
特にない
無回答

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

全体（n=289）

9.7
31.1

1.4
2.8
3.8
4.5
4.5
4.5
4.8
5.2
5.2
6.2
7.3
7.3
7.3

9.0
9.3
10.4
11.1
11.4

15.2
18.0
19.4

21.1
21.5道路の整備

日常の買い物
鉄道・バスなどの公共交通機関

地震などの防災対策
通勤通学の便利さ
情報通信環境

防犯対策
こどもの遊び場の安全

ゴミ処理対策
通勤通学の安全

スポーツ健康づくり
こどもを育てる環境

学校等の教育
環境・公害対策

病院診療所への通院
消防などの防火対策

下水道や生活排水対策
緑や水などの自然

景観や町並みの美しさ
上水道や井戸水対策

し尿処理対策
文化に親しむ環境

その他
特にない
無回答

非常にあてはまる　　 ある程度あてはまる　　 どちらともいえない　　 あまりあてはまらない　　 全くあてはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①医療機関が充実している（n=269）

②介護・福祉施設のサービスが受けやすい（n=269）

③日常の買い物にまったく不便がない（n=268）

④飲食を楽しめる場所が充実している（n=269）

⑤自宅には、心地のいい居場所がある（n=269）

⑥自宅の近辺で、騒音に悩まされることはない（n=269）

⑦適度な費用で住居を確保できる（n=269）

⑨楽しい時間を過ごせる娯楽施設がある（n=269）

⑩子育て支援・補助が手厚い（n=269）

⑪こどもたちがいきいきと暮らせる（n=269）

⑫教育環境（小中高校）が整っている（n=270）

⑬通学しやすい場所に学校がある（n=269）

⑭行政は地区のことを真剣に考えていると思う（n=269）

⑮公共施設は使い勝手がよく便利である（n=270）

⑯行政サービスのデジタル化が進んでいる（n=267）

⑱地区の雰囲気は、自分にとって心地よい（n=270）

⑳自慢できる都市景観がある（n=267）

㉑自慢できる自然景観がある（n=267）

㉒身近に自然を感じることができる（n=268）

㉓空気や水は澄んでいてきれいだと感じる（n=267）

㉕地区の防災対策がしっかりしている（n=269）

㉖防犯対策が整っており、治安がよい（n=269）

㉗歩道や信号が整備されていて安心である（n=267）

⑧公共交通機関で、好きなときに好きなところへ
移動ができる（n=269）

⑰仕事や日常生活の場でデジタル
サービスを利用しやすい（n=268）

⑲まちなか、公園、川沿い等で心地よく
歩ける場所がある（n=269）

㉔リサイクルや再生可能エネルギー活用等、
環境への取組が盛んである（n=269）

30.0

30.9

28.6

23.8

53.2

61.9

45.7

26.2

46.5

40.0

27.2

24.0

27.4

27.5

34.6

40.4

34.2

25.7

26.0

31.6

32.0

50.2

56.1

26.8

26.5

21.6

21.9

30.0

26.8

28.3

26.8

24.7

23.1

30.7

25.8

28.6

29.3

26.9

24.0

32.6

26.0

26.8

33.7

29.7

25.3

20.8

25.7

22.7

24.5

27.5

26.8

29.9

36.8

40.1

26.6

28.3

32.7

39.0

15.0

10.1

13.9

28.1

16.7

19.6

35.4

41.6

28.5

35.7

19.7

17.8

25.3

39.8

23.8

22.7

40.9

12.6

11.9

19.3

19.0

34.9

27.9

6.7

8.9

5.9

4.8

3.0

1.1
3.0

9.7

3.3

6.3

5.6

5.2

5.9

4.8

8.2

4.8

5.6

3.7

15.2

13.0

1.5
4.5

1.5
17.5

16.8

2.2
5.9

6.7

5.2

4.5

5.6

4.1

3.7

6.7

10.1

4.8

4.8

4.9

5.2

5.6

5.9

10.8

3.3

5.2

5.6

14.1

7.1

3.0

8.2

3.0

9.7

7.8

4.5

4.1

③ 生活環境の満足度について
　生活環境で満足していることについて、「緑や水などの自然」が 76.5% と最も高く、「景観や町
並みの美しさ」が 35.3%、「学校等の教育」が 27.3%と続いています。

④ 生活環境での不満について
　生活環境で不満があることについて、「道路の整備」が 21.5% と最も高く、「日常の買い物」が
21.1%、「鉄道・バスなどの公共交通機関」が 19.4%と続いています。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

全体（n=289）
4.8

11.4
1.4

8.0
8.7
9.7
10.0
10.4
10.7
12.8
13.1
14.2
14.5
16.3
17.0
17.0
17.3
18.3
19.7
21.5
25.3
25.6
27.3

35.3
76.5緑や水などの自然

景観や町並みの美しさ
学校等の教育
日常の買い物

文化に親しむ環境
こどもを育てる環境
通勤通学の安全

こどもの遊び場の安全
通勤通学の便利さ
スポーツ健康づくり

防犯対策
環境・公害対策

地震などの防災対策
病院診療所への通院
消防などの防火対策

道路の整備
鉄道・バスなどの公共交通機関

下水道や生活排水対策
上水道や井戸水対策

情報通信環境
ゴミ処理対策
し尿処理対策

その他
特にない
無回答

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

全体（n=289）

9.7
31.1

1.4
2.8
3.8
4.5
4.5
4.5
4.8
5.2
5.2
6.2
7.3
7.3
7.3

9.0
9.3
10.4
11.1
11.4

15.2
18.0
19.4

21.1
21.5道路の整備

日常の買い物
鉄道・バスなどの公共交通機関

地震などの防災対策
通勤通学の便利さ
情報通信環境

防犯対策
こどもの遊び場の安全

ゴミ処理対策
通勤通学の安全

スポーツ健康づくり
こどもを育てる環境

学校等の教育
環境・公害対策

病院診療所への通院
消防などの防火対策

下水道や生活排水対策
緑や水などの自然

景観や町並みの美しさ
上水道や井戸水対策

し尿処理対策
文化に親しむ環境

その他
特にない
無回答

非常にあてはまる　　 ある程度あてはまる　　 どちらともいえない　　 あまりあてはまらない　　 全くあてはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①医療機関が充実している（n=269）

②介護・福祉施設のサービスが受けやすい（n=269）

③日常の買い物にまったく不便がない（n=268）

④飲食を楽しめる場所が充実している（n=269）

⑤自宅には、心地のいい居場所がある（n=269）

⑥自宅の近辺で、騒音に悩まされることはない（n=269）

⑦適度な費用で住居を確保できる（n=269）

⑨楽しい時間を過ごせる娯楽施設がある（n=269）

⑩子育て支援・補助が手厚い（n=269）

⑪こどもたちがいきいきと暮らせる（n=269）

⑫教育環境（小中高校）が整っている（n=270）

⑬通学しやすい場所に学校がある（n=269）

⑭行政は地区のことを真剣に考えていると思う（n=269）

⑮公共施設は使い勝手がよく便利である（n=270）

⑯行政サービスのデジタル化が進んでいる（n=267）

⑱地区の雰囲気は、自分にとって心地よい（n=270）

⑳自慢できる都市景観がある（n=267）

㉑自慢できる自然景観がある（n=267）

㉒身近に自然を感じることができる（n=268）

㉓空気や水は澄んでいてきれいだと感じる（n=267）

㉕地区の防災対策がしっかりしている（n=269）

㉖防犯対策が整っており、治安がよい（n=269）

㉗歩道や信号が整備されていて安心である（n=267）

⑧公共交通機関で、好きなときに好きなところへ
移動ができる（n=269）

⑰仕事や日常生活の場でデジタル
サービスを利用しやすい（n=268）

⑲まちなか、公園、川沿い等で心地よく
歩ける場所がある（n=269）

㉔リサイクルや再生可能エネルギー活用等、
環境への取組が盛んである（n=269）

30.0

30.9

28.6

23.8

53.2

61.9

45.7

26.2

46.5

40.0

27.2

24.0

27.4

27.5

34.6

40.4

34.2

25.7

26.0

31.6

32.0

50.2

56.1

26.8

26.5

21.6

21.9

30.0

26.8

28.3

26.8

24.7

23.1

30.7

25.8

28.6

29.3

26.9

24.0

32.6

26.0

26.8

33.7

29.7

25.3

20.8

25.7

22.7

24.5

27.5

26.8

29.9

36.8

40.1

26.6

28.3

32.7

39.0

15.0

10.1

13.9

28.1

16.7

19.6

35.4

41.6

28.5

35.7

19.7

17.8

25.3

39.8

23.8

22.7

40.9

12.6

11.9

19.3

19.0

34.9

27.9

6.7

8.9

5.9

4.8

3.0

1.1
3.0

9.7

3.3

6.3

5.6

5.2

5.9

4.8

8.2

4.8

5.6

3.7

15.2

13.0

1.5
4.5

1.5
17.5

16.8

2.2
5.9

6.7

5.2

4.5

5.6

4.1

3.7

6.7

10.1

4.8

4.8

4.9

5.2

5.6

5.9

10.8

3.3

5.2

5.6

14.1

7.1

3.0

8.2

3.0

9.7

7.8

4.5

4.1

⑤ 暮らしやすさの幸福度について
■生活環境の満足度について
　生活環境に関することで「非常にあてはまる」の割合をみると、〈㉒身近に自然を感じることが
できる〉が61.9%と最も高く、〈⑤自宅には、心地のいい居場所がある〉が56.1%と続いています。
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非常にあてはまる　　 ある程度あてはまる　　 どちらともいえない　　 あまりあてはまらない　　 全くあてはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①同じ地区に住む人たちを信頼している（n=269）

③困ったときに相談できる人が身近にいる（n=267）

④同じ地区の人が困っていたら手助けをする（n=265）

⑤この地区に対して愛着を持っている（n=267）

⑦見知らぬ他者であっても信頼する（n=266）

⑧同じ地区の人が自分をどう思っているかが気になる（n=264）

⑨女性が活躍しやすい雰囲気がある（n=266）

⑩若者が活躍しやすい雰囲気がある（n=266）

②地域活動（自治会・地域行事・防災活動等）への
参加が盛んである（n=269）

⑥この地区には、どんな人の意見でも受け入れる
雰囲気がある（n=267）

⑪自分だけでなく、身近なまわりの人も
楽しい気持ちでいると思う（n=266） 29.7

22.6

23.7

24.2

16.5

30.0

33.7

35.5

36.0

28.3

35.7

27.4

27.1

24.8

25.0

20.3

25.8

31.1

32.8

32.2

26.4

34.9

35.0

32.3

39.8

27.7

31.2

34.5

23.6

23.0

22.5

30.5

19.3

3.8

10.2

6.0

7.6

13.5

5.6

7.1

4.5

4.9

7.8

5.2

4.1

7.9

5.6

15.5

18.4

4.1

4.5

4.2

4.5

7.1

4.8

非常にあてはまる　　 ある程度あてはまる　　 どちらともいえない　　 あまりあてはまらない　　 全くあてはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分のことを好ましく感じる（n=269）

②身体的に健康な状態である（n=267）

③精神的に健康な状態である（n=267）

④文化・芸術・芸能が盛んで誇らしい（n=265）

⑥学びたいことを学べる機会がある（n=268）

⑦やりたい仕事を見つけやすい（n=265）

⑧適切な収入を得るための機会がある（n=266）

⑨新たなことに挑戦・成長するための機会がある（n=268）

⑤将来生まれてくる世代のために、
良い環境や文化を残したい（n=268）

29.1

20.7

23.4

35.1

39.6

26.4

37.8

39.0

28.6

26.5

20.3

17.4

30.6

28.4

30.6

27.3

31.5

27.1

33.2

43.6

38.5

25.4

25.4

31.7

22.1

21.0

30.1

8.2

8.6

13.6

6.0

4.5

7.5

8.2

5.6

9.7

3.0
6.8

7.2

3.0

2.2
3.8

4.5

3.0
4.5

全体（n=268）

0点（とても不幸）
1点
2点
3点
4点
5点
6点
7点
8点
9点

10点（とても幸せ）

0% 5% 10% 15% 20% 25%

20.9
13.4

17.2
13.4

10.4
16.4

2.2
2.6

0.0
0.7

2.6

全体（n=268）

0点（とても不満足）
1点
2点
3点
4点
5点
6点
7点
8点
9点

10点（とても満足）

0% 5% 10% 15% 20% 25%

21.6
11.6

17.9
10.4
10.8

13.1
4.5

3.4
1.5
2.2
3.0

全体（n=268）

0点（とても不幸）
1点
2点
3点
4点
5点
6点
7点
8点
9点

10点（とても幸せ）

0% 5% 10% 15% 20% 25%

20.9
8.6

17.9
16.0

11.9
14.2

3.4
2.2

1.1
0.7

3.0

■人間関係の満足度について
　人間関係に関することで「非常にあてはまる」の割合をみると、〈③困ったときに相談できる人
が身近にいる〉が 36.0%と最も高く、〈①同じ地区に住む人たちを信頼している〉が 35.7%、〈④
同じ地区の人が困っていたら手助けをする〉が 35.5%と続いています。

■自分らしい生き方について
　自分らしい生き方に関することで「非常にあてはまる」の割合をみると、〈⑤将来生まれてくる
世代のために、良い環境や文化を残したい〉が39.6%と最も高く、〈②身体的に健康な状態である〉
が 39.0%、〈③精神的に健康な状態である〉が 37.8%と続いています。
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非常にあてはまる　　 ある程度あてはまる　　 どちらともいえない　　 あまりあてはまらない　　 全くあてはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①同じ地区に住む人たちを信頼している（n=269）

③困ったときに相談できる人が身近にいる（n=267）

④同じ地区の人が困っていたら手助けをする（n=265）

⑤この地区に対して愛着を持っている（n=267）

⑦見知らぬ他者であっても信頼する（n=266）

⑧同じ地区の人が自分をどう思っているかが気になる（n=264）

⑨女性が活躍しやすい雰囲気がある（n=266）

⑩若者が活躍しやすい雰囲気がある（n=266）

②地域活動（自治会・地域行事・防災活動等）への
参加が盛んである（n=269）

⑥この地区には、どんな人の意見でも受け入れる
雰囲気がある（n=267）

⑪自分だけでなく、身近なまわりの人も
楽しい気持ちでいると思う（n=266） 29.7

22.6

23.7

24.2

16.5

30.0

33.7

35.5

36.0

28.3

35.7

27.4

27.1

24.8

25.0

20.3

25.8

31.1

32.8

32.2

26.4

34.9

35.0

32.3

39.8

27.7

31.2

34.5

23.6

23.0

22.5

30.5

19.3

3.8

10.2

6.0

7.6

13.5

5.6

7.1

4.5

4.9

7.8

5.2

4.1

7.9

5.6

15.5

18.4

4.1

4.5

4.2

4.5

7.1

4.8

非常にあてはまる　　 ある程度あてはまる　　 どちらともいえない　　 あまりあてはまらない　　 全くあてはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自分のことを好ましく感じる（n=269）

②身体的に健康な状態である（n=267）

③精神的に健康な状態である（n=267）

④文化・芸術・芸能が盛んで誇らしい（n=265）

⑥学びたいことを学べる機会がある（n=268）

⑦やりたい仕事を見つけやすい（n=265）

⑧適切な収入を得るための機会がある（n=266）

⑨新たなことに挑戦・成長するための機会がある（n=268）

⑤将来生まれてくる世代のために、
良い環境や文化を残したい（n=268）

29.1

20.7

23.4

35.1

39.6

26.4

37.8

39.0

28.6

26.5

20.3

17.4

30.6

28.4

30.6

27.3

31.5

27.1

33.2

43.6

38.5

25.4

25.4

31.7

22.1

21.0

30.1

8.2

8.6

13.6

6.0

4.5

7.5

8.2

5.6

9.7

3.0
6.8

7.2

3.0

2.2
3.8

4.5

3.0
4.5

全体（n=268）

0点（とても不幸）
1点
2点
3点
4点
5点
6点
7点
8点
9点

10点（とても幸せ）

0% 5% 10% 15% 20% 25%

20.9
13.4

17.2
13.4

10.4
16.4

2.2
2.6

0.0
0.7

2.6

全体（n=268）

0点（とても不満足）
1点
2点
3点
4点
5点
6点
7点
8点
9点

10点（とても満足）

0% 5% 10% 15% 20% 25%

21.6
11.6

17.9
10.4
10.8

13.1
4.5

3.4
1.5
2.2
3.0

全体（n=268）

0点（とても不幸）
1点
2点
3点
4点
5点
6点
7点
8点
9点

10点（とても幸せ）

0% 5% 10% 15% 20% 25%

20.9
8.6

17.9
16.0

11.9
14.2

3.4
2.2

1.1
0.7

3.0

⑥ 暮らしの幸福度について
　佐川町での暮らしをどの程度「幸せ」だと感じているかについては、「10 点（とても幸せ）」が
20.9%と最も高くなっています。

⑦ 暮らしの満足度について
　現在住んでいる地区での暮らしにどの程度「満足」しているかについては、「10 点（とても満足）」
が 21.6%と最も高くなっています。

⑧ 地区の人々の幸福度について
　地区の人々は、大体において、どれぐらい「幸せ」だと思うかについては、「10 点（とても幸せ）」
が 20.9%と最も高くなっています。
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わからない

お年寄りと交流する機会がある

小学生や保育園・幼稚園生くらいの人と交流する機会がある

親と同じくらいの世代の人と交流する機会がある

自分と同じくらいの世代以外の人との交流はあまりない

大学生くらいの世代の人と交流する機会がある

無回答

0% 10% 20% 30% 40%

全体（n=289）11.1

8.0

15.2

21.1

24.2

28.7

29.1

お祭りや運動会などのイベント

学校の部活動やクラブ活動

学校行事（部活動やクラブ活動以外）

普段の遊び

学習塾や音楽教室、スポーツ教室など

ボランティア活動や、高齢者・障害者などのお手伝い

こども会の活動

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体（n=129）3.1

10.9

9.3

19.4

23.3

27.1

38.0

39.5

56.6

⑨ 佐川町のまちづくりについて
　家族以外で、同級生や同じくらいの年齢の人「以外」と交流する機会について、「わからない」
が 29.1%と最も高く、「お年寄りと交流する機会がある」が 28.7%、「小学生や保育園・幼稚園生
くらいの人と交流する機会がある」が 24.2%と続いています。

　（家族以外で、同級生や同じくらいの年齢の人「以外」と交流する機会について、「お年寄りと交
流する機会がある」「親と同じくらいの世代の人と交流する機会がある」「大学生くらいの世代の人
と交流する機会がある」「小学生や保育園・幼稚園生くらいの人と交流する機会がある」と回答し
た方への質問）
　自分と異なる世代の人と、どのような場面で交流することが多いかについて、「お祭りや運動会
などのイベント」が 56.6%と最も高く、「学校の部活動やクラブ活動」が 39.5%、「学校行事（部
活動やクラブ活動以外）」が 38.0%と続いています。
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わからない

お年寄りと交流する機会がある

小学生や保育園・幼稚園生くらいの人と交流する機会がある

親と同じくらいの世代の人と交流する機会がある

自分と同じくらいの世代以外の人との交流はあまりない

大学生くらいの世代の人と交流する機会がある

無回答

0% 10% 20% 30% 40%

全体（n=289）11.1

8.0

15.2

21.1

24.2

28.7

29.1

お祭りや運動会などのイベント

学校の部活動やクラブ活動

学校行事（部活動やクラブ活動以外）

普段の遊び

学習塾や音楽教室、スポーツ教室など

ボランティア活動や、高齢者・障害者などのお手伝い

こども会の活動

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体（n=129）3.1

10.9

9.3

19.4

23.3

27.1

38.0

39.5

56.6

自分の部屋
家庭（実家や親せきの家を含む）

友達や仲間が集まる場所（公園、カラオケ、ゲームセンターなど）
学校や職場（アルバイト先を含む）

インターネット空間（SNSやオンラインゲームなど）
カフェなどのお店

図書館や公民館などの公共施設
趣味・特技の集まりや推し活を行う場所（ライブやオフ会など）

こども食堂
その他

居場所だと思える場所はない
無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

11.1
3.1
1.7
5.5

12.8
14.5
17.3
21.5
21.5

31.1
53.3

64.7

全体（n=289）

長い時間いられる
好きなことをして自由に過ごせる
いつでも行きたいときに行ける

ありのままでいられたり本音を出せたりする
一人で過ごせる

上下関係が気にならない
静か

悩みごとを相談できる
話の合う人や趣味の合う人に会える

にぎやか
秘密を言える

様々な人と出会える
新しいことを学んだり、チャレンジしたりできる
干渉しすぎず手助けしてくれる大人がいる

その他
無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

12.1
2.1

15.6
19.0
22.1
24.9
26.6

30.8
30.8
31.8
34.3

38.1
42.9

54.3
59.5
61.6

全体（n=289）

全体（n=289）

商店や飲食店での支払い
役場の手続き

病院や診療所での予約や診察
公共交通機関の運賃の支払い
役場の広報や回覧板の配布

公共施設の利用予約
特に対面での手続きや現金での支払いなどを残すべきだと思う分野はない

その他
無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

17.6
6.6

12.5
20.1
22.5
23.2

30.1
34.3

37.7

⑩ 若年層が感じる居場所について
　若年層が感じる居場所について、「自分の部屋」が64.7％と最も高く、「家庭（実家や親せきの家を含む）」
が53.3％、「友達や仲間が集まる場所（公園、カラオケ、ゲームセンターなど）」が31.1％と続いています。

　また、居場所の条件として「長い時間いられる」（61.6％）や「好きなことをして自由に過ごせる」（59.5
％）が重要視されていました。

⑪ 町の将来への意識について
　町のデジタル化について、「商店や飲食店での支払い」が37.7％と最も高く、「役場の手続き」が34.3％、
「病院や診療所での予約や診察」が30.1％と続いています。
　総じて、若年層は自然環境を魅力としつつも、生活の利便性向上に課題を感じていることが分かります。
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佐川町内の、現在住んでいる場所　　 佐川町内の、現在とは別の場所　　 高知県内の、他の市町村　　 首都圏・名古屋圏・関西圏
首都圏・名古屋圏・関西圏以外の高知県外の市町村　　 日本国外　　 わからない　　 無回答

12.5 5.9 12.8 18.3 7.3 5.2 26.3 11.8全体（n=289）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐川町に、仲の良い人や知っている人がいるから

佐川町の景色や自然環境が好きだから

佐川町は、生活するのに便利だから

佐川町に、行きたい学校や仕事の機会があるから

その他

特に理由はない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体（n=53）
0.0

11.3

17.0

11.3

24.5

47.2

50.9

生活するのに便利だから

出会いや遊び、体験の機会が多いから

行きたい学校や仕事の機会があるから

災害が怖いから

友達や先輩も町外に移るから

今の、家族や近所の人の関係が煩わしいから

その他

特に理由はない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

全体（n=126）
0.8

18.3

7.9

4.0

5.6

17.5

36.5

44.4

45.2

⑫ 10 年後の居住場所について
　10年後、どこに住んでいたいと思うかについて、「わからない」が26.3%と最も高く、「首都圏・
名古屋圏・関西圏」が 18.3%、「高知県内の、他の市町村」が 12.8%と続いています。

　（10年後、どこに住んでいたいと思うかについて、「佐川町内の、現在住んでいる場所」「佐川町
内の、現在とは別の場所」と回答した方への質問）
　どうして10年後も佐川町内に住んでいたいと思うかについて、「佐川町に、仲の良い人や知って
いる人がいるから」が50.9%と最も高く、「佐川町の景色や自然環境が好きだから」が47.2%、「佐
川町は、生活するのに便利だから」が 24.5%と続いています。

　（10年後、どこに住んでいたいと思うかについて、「高知県内の、他の市町村」「首都圏・名古屋圏・
関西圏」「首都圏・名古屋圏・関西圏以外の高知県外の市町村」「日本国外」と回答した方への質問）
　どうして 10 年後は佐川町外に住んでいたいと思うかについて、「生活するのに便利だから」が
45.2% と最も高く、「出会いや遊び、体験の機会が多いから」が 44.4%、「行きたい学校や仕事の
機会があるから」が 36.5%と続いています。

11.8

17.6

2.4

0.3

0.7

0.7

1.0

1.0

1.4

1.4

1.7

2.1

2.4

3.1

3.1

3.5

3.5

3.5

4.2

4.8

4.8

5.2

6.6

7.3

7.3

8.0

9.3

9.3

9.3

9.7

9.7

10.7

11.1

11.4

11.8

14.2

15.6

16.3

20.1

23.5少子化や人口減少
地震などの防災対策

自然保護対策
環境対策（ごみ処理や温暖化など）

ゴミ、リサイクル対策
学校教育の充実
高齢者福祉施策
農林業の振興
スポーツの振興
観光の振興

町の景観づくり
企業誘致、雇用の確保

商工業の振興
保健、医療対策
教育施設の充実

心身障害者、児童、母子などの福祉施策
若者の定住対策
交通安全対策
防犯、風紀対策
地域文化の振興

情報化社会への対応（まちのデジタル化）
道路交通網の整備
消費者保護対策
町外、国外交流

市街地の整備や開発
男女共同参画社会の実現
コミュニティの活性化対策

青少年育成対策
情報公開

下水道の整備
人権啓発の充実

消防などの防火対策
生涯学習の充実
生活排水対策

公営住宅などの居住環境の整備
上水道の整備
行政のスリム化

その他
特にない
無回答

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

全体（n=289）
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佐川町内の、現在住んでいる場所　　 佐川町内の、現在とは別の場所　　 高知県内の、他の市町村　　 首都圏・名古屋圏・関西圏
首都圏・名古屋圏・関西圏以外の高知県外の市町村　　 日本国外　　 わからない　　 無回答

12.5 5.9 12.8 18.3 7.3 5.2 26.3 11.8全体（n=289）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐川町に、仲の良い人や知っている人がいるから

佐川町の景色や自然環境が好きだから

佐川町は、生活するのに便利だから

佐川町に、行きたい学校や仕事の機会があるから

その他

特に理由はない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体（n=53）
0.0

11.3

17.0

11.3

24.5

47.2

50.9

生活するのに便利だから

出会いや遊び、体験の機会が多いから

行きたい学校や仕事の機会があるから

災害が怖いから

友達や先輩も町外に移るから

今の、家族や近所の人の関係が煩わしいから

その他

特に理由はない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

全体（n=126）
0.8

18.3

7.9

4.0

5.6

17.5

36.5

44.4

45.2

⑬ 今後 10 年間で力を入れて欲しい施策分野について
　今後10 年間で、役場はどのような分野に特に力を入れるべきかについて、「少子化や人口減少」が
23.5%と最も高く、「地震などの防災対策」が20.1%、「自然保護対策」が16.3%と続いています。

11.8

17.6

2.4

0.3

0.7

0.7

1.0

1.0

1.4

1.4

1.7

2.1

2.4

3.1

3.1

3.5

3.5

3.5

4.2

4.8

4.8

5.2

6.6

7.3

7.3

8.0

9.3

9.3

9.3

9.7

9.7

10.7

11.1

11.4

11.8

14.2

15.6

16.3

20.1

23.5少子化や人口減少
地震などの防災対策

自然保護対策
環境対策（ごみ処理や温暖化など）

ゴミ、リサイクル対策
学校教育の充実
高齢者福祉施策
農林業の振興
スポーツの振興
観光の振興

町の景観づくり
企業誘致、雇用の確保

商工業の振興
保健、医療対策
教育施設の充実

心身障害者、児童、母子などの福祉施策
若者の定住対策
交通安全対策
防犯、風紀対策
地域文化の振興

情報化社会への対応（まちのデジタル化）
道路交通網の整備
消費者保護対策
町外、国外交流

市街地の整備や開発
男女共同参画社会の実現
コミュニティの活性化対策

青少年育成対策
情報公開

下水道の整備
人権啓発の充実

消防などの防火対策
生涯学習の充実
生活排水対策

公営住宅などの居住環境の整備
上水道の整備
行政のスリム化

その他
特にない
無回答

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

全体（n=289）
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